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古英語期におけるNativity of Mary
の受容について
― A Three-Manuscript Diplomatic Parallel Text of the Old English 
Anonymous Nativity of Mary, Trial Version
島﨑　里子
Anglo-Saxon Reception of the Nativity of Mary
― A Three-Manuscript Diplomatic Parallel Text of the Old English Anonymous Nativity of Mary, 
Trial Version
Satoko Shimazaki
 The Nativity of Mary in the Latin Gospel of Pseudo-Matthew, which deals with the birth and 
childhood of Christʼs mother Mary, reached England and was circulating largely among monks by 
the end of the ninth century at the latest.  However, it was not until the eleventh century that the Old 
English translation was produced.  Ælfric, for example, the current most prominent prose writer 
initially refused to write a homily for the feast of the Nativity of Mary because of the danger of 
heresy, although he later composed more appropriate text for the day following the authorities such 
as Augustine for an audience of monks and nuns. 
 This article provides a diplomatic line by line parallel text with the three extant Old English 
manuscripts of the Nativity of Mary written by anonymous authors from the eleventh to the twelfth 
century: Oxford, Bodleian Library, MS Hatton 114, Cambridge, Corpus Christi College, MS 367 Pt 
II and Oxford, Bodleian Library, MS Bodley 343.  With close analysis of this present parallel text, 
current circumstances of the language development and transmission of the texts as well as the 
features of the manuscripts will be revealed. 
１．はじめに
　聖母マリアの生涯は、キリストの母の物語として、古くから多くの人々の関心を集めて
きたが、その出自や誕生、子供時代について、聖書は何も語っていない。マタイとルカの
福音書の一部に見られるわずかな情報を除いて、人々の興味を満たしてきたのは、福音書
外典（Apocryphal Gospels）に見られる「マリアの誕生の物語」（Nativity of Mary）の記述
である。マリアの誕生からキリストの誕生までを描いたこの物語は、2 世紀に成立したと
されるギリシャ語原典（『ヤコブ原福音書』）、あるいはそのラテン語訳（Protevangelium 
Jacobi）を経て、数多くのバリエーションを生み出しながらヨーロッパ各地に広がった。
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「英国にはラテン語の『偽マタイ福音書』（The Gospel of Pseudo-Matthew）が伝播し、9 世
紀にはマーシア（Mercia）地方で普及していた」1 ことが知られている。
　英国に渡った『偽マタイ福音書』は、「当時の聖職者たちに広く読まれていたと思われ
る」2 が、正統派の教会からは、例えば Gelasian decree で扱いが禁じられていた、処女懐
胎などの異端的要素を多分に含むこのテクストが英訳されるには、11 世紀まで待たなけ
ればならなかった。10 世紀から 11 世紀にわたって説教散文作者として活躍したエルフ
リック（Ælfric of Eynsham: c. 955 – c. 1010）が、この「マリアの誕生の物語」をめぐって
取った一連の行動は、当時の聖職者たちの心理的な葛藤を興味深く示している。
　すなわち、彼の代表作『カトリック説教集』第一巻、第二巻（Catholic Homilies I, II）お
よび『聖人伝』（Lives of Saints）には、教会暦に従い、クリスマスから四旬節までの一年
を通じて主な祝日に読まれるべき説教が収められ、聖職者や平信徒を念頭に、聖書の記述
や聖人の生涯などが、教会の教えに沿ってわかり易く述べられている。これらの説教で
は、当時の英国で一般的に信仰され、祝日として祝われていた聖人たちが扱われている
が、エルフリックはそうした祝日から意図的に「聖母マリアの誕生祭、9 月 8 日」（Nativity 
of the Virgin Mary on 8 September）を除外した。聖母マリアの誕生祭は、Menologium（『教
会暦』）にも含まれており、「8 世紀に確立して以来、広く英国の教会で祝われてきた」3。
しかし、エルフリックはこの祝日を敢えて取り上げず、その理由を『カトリック説教集』
第二巻の中に次のように記している。
  De Sancta Maria
   Hwæt wylle we secgan ymbe Marian gebyrdtide. buton þæt heo wæs gestryned þurh 
fæder. and ðurh moder. swa swa oðre men. and wæs on ðam dæge acenned þe we cweðað 
Sexta Idus Septembris; Hire fæder hatte Ioachim. and hire moder Anna. eawfæste men on 
ðære ealdan æ. ac we nellað be ðam na swiðor awritan þy læs ðe we on ænigum gedwylde 
befeallon; Eac þæs dæges godspel is swiðe earfoðe læwedum mannum to understandenne. 
hit is eal mæst mid haligra manna naman geset. and hi habbað swiðe langsume 
trahtnunge. æfter ðam gastlicum andgite. ði we hit lætað unsæd;4　 下線は筆者による。
　
聖母マリアの誕生日については異端の恐れがあり、非常に難しい内容でもあるため、平信
徒には到底理解できない。そこで、ここではマリアの両親の名前がヨアキムとアンナで、
二人が敬虔な信徒であったと述べるにとどめ、これ以上は触れないとしている。エルフ
リックはキリスト教の正統性を伝えることを自らの使命と考え、当時、流布していた異端
的で誤った教えが人々に影響を与えることを憂いていた。聖書がマリアの両親の名前を伝
えていないことから、ここでのエルフリックの記述は、彼が外典の内容を知っていなが
ら、敢えてそれに触れなかったことを間接的に示している。ところが、Ælfric は後にこの
同じ祝日について、「聖母マリアの誕生についての説教」（Homily for the Nativity of the 
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Blessed Virgin Mary）を別に著している。この説教は、「特定の依頼に応えて書かれた可能
性も考えられる」5 が、当時、聖母マリアの誕生祭が英国中で広く祝われていたことを考
慮すれば、エルフリックもこの祝日への言及を避け続けることはできなかったのではない
かと思われる。しかし、ここでも彼のテクストに対する姿勢は一貫しており、説教の冒頭
で次のように述べている。
   Men ða leofostan, we synd gemyngode þurh ðyses dæges wurðmynt, þe we wurðiað to 
lofe þære eadigan Marian, eow nu to secgenne sum ðing be hyre, beþam ðe us to 
onhagað.  Ac we nellað secgan be þære gesetnysse of ðam gedwylde, þe gedwolmen 
setton be hyre acennednysse, forðan þe hyt tocwædon þa wisan lareowas, and be hyre 
forðsiðe, þe ða halgan boceras forbudon to secgenne.6 下線は筆者による。
すなわち、マリアの誕生や死について語ることは異端であると明言している。エルフリッ
クの説教は、外典の内容とは異なり、マリアの誕生や幼少期のエピソードには言及せず、
「主にアウグスティヌス（St. Augustine: 354-430）の De Sancta Virginitate に基づき・・・他
の多くの文献も加えて再構成する」7 中で、抽象的に純潔を讃え、教会との精神的な結び
つきを強調して書かれている。エルフリックが前言を翻すかたちでこの日のための説教を
書いたのは、民間信仰への配慮もさることながら、異端に陥る危険を理由に執筆を回避す
ることで、結果的に外典の普及を促すことになるのを恐れたからだとも考えられる。「説
教の最後に “eow mædenum” という直接的な呼びかけが含まれており、聖職者を念頭に書
かれたものと思われる」8 ことから、エルフリックが当時の教会内での外典の普及に対し
て危機感を抱き、ある種の指針を示す必要性を感じていたことが推察される。このよう
な、民間信仰と教会のモラルとの間のやや複雑な葛藤の時期を経て、エルフリックの没
後、彼の思惑を余所に「マリアの誕生の物語」は流布し、続く中世期に隆盛を極めるマリ
ア信仰へと受け継がれていく。
２．古英語訳「マリアの誕生の物語」とパラレルテクストの編集について
　Nativity を扱った古英語訳写本としては下記の 3 つが現存する 9。
 Oxford, Bodleian Library, MS Hatton 114(H)：ff. 201r-212r, 11 世紀前半
 Oxford, Bodleian Library, MS Bodley 343(B)：ff. 30r-33v, 12 世紀後半
 Cambridge, Corpus Christi College, MS 367, Pt II(C)：ff. 11r-16r, 12 世紀中ごろ
いずれも作者不詳で、11 世紀から 12 世紀にかけて、Worcester かその近郊で制作された。
言語的には Anglia 方言の特徴を示し、West Midland 方言が混在する。最も古い H 写本に
は初期の屈折形が見られる。括弧の中のアルファベットは本稿における写本の略称を表わ
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し、ff. はフォリオ番号、世紀は写本の推定制作年代を表わす。なお、C 写本は終わりの
部分が一部欠落した fragment である。また、Clayton（1998）は、内容的に B 写本と C 写
本の間に密接な関連性が認められること、H 写本はラテン語原典を最も正確に翻訳してい
る反面、原典にはないフレーズを付け加える傾向が見られること、3 写本が全く同じ誤訳
をしている箇所があることから、これら 3 写本には共通の古英語訳テクストが存在した可
能性があることを指摘している 10。
　これらの写本は当時の言語の様相や Nativity of Mary のテクスト受容の過程を知る重要
な手掛かりとして位置づけられるが、Clayton（1998）にまとまった研究がある以外、こ
れまでほとんど注目されて来なかった。
　刊本についても同様で、H 写本と B 写本を扱った Assmann（1889）は、写本をほぼ忠
実に転写した校訂本であるが、既に 100 年以上改訂されていない。また、先の Clayton
（1998）は、3 写本を扱った校訂本ながら、H 写本をベースとしつつ、テクストとして不
完全な部分については必要に応じて他の 2 写本から補完した critical text である。C 写本の
みを扱った校訂本には、ほぼ写本に忠実な Butcher（1997）11 がある。
　そこで本稿では、上記の古英語訳 Nativity of Mary の 3 写本を比較検討するためのツー
ルとして、異写本パラレルテクストの編集を行なう。作業にあたっては、H 写本をベース
として、他の 2 写本をそれに対応するように行ごとに配置する。可能な限り写本を再現す
ることを念頭に、文字以外の句読点などの情報も正確に記録し、diplomatic テクストを編
集する 12。3 つの写本間の異同は大きいとは言えないが、その差異を精査することで、各
写本の言語的な特徴や傾向及びテクスト受容のあり方を知ることができる。
３．記号・省略記号と意味
　本稿のパラレルテクストで使用されている記号とその意味は以下の通りである13。
 f  folio
 r  recto
 v  verso
 H Oxford, Bodleian Library, MS Hatton 114
 C Cambridge, Corpus Christi College, MS 367 Pt II
 B Oxford, Bodleian Library, MS Bodley 343
 % 写本では単語が結合して見えるが、別々の語として分割する。
 _ 写本では単語が離れて書かれているが、一語として結合する。
 ‐ 写字生によって行末に記されたハイフン。
 / 写本で改行されている。
 // フォリオの末尾
 太字 彩色や装飾が施されて、他の文字よりも特に目立つ文字
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 (  )  もともと書かれていた文字が写字生によって消されている、文字の書かれてい
ない空白スペースがある。
 [  ] 写本に書かれた文字は、実際には写字生によって消されている。
 ʻ  ʼ 行間に書かれた挿入文字。Original hand のみ採用する。
 7 省略文字。写本の省略記号によって省略された文字の直前に置く。
 3 punctus elevatus  
 @ þ にバーが入った省略文字。Þæt を表わす。
なお、ベースとして使用した H 写本に対応する行が、C 写本や B 写本に存在しない場合
は、それぞれの行を空欄とする。
４．既存の刊本の検証
　Assmann（1898）は基本的に写本に忠実な転写を行っているが、部分的に独自の修正を
施しており、その場合には脚注に写本との相違を具体的に記している。今回のパラレルテ
クスト作成に当たり、Assmann の修正箇所の再検証を行ないつつ、新たな修正点を付け加
えた。また、Assmann が把握していなかった CCCC 367 についても、Butcher（1997）の
テクストの再検証を行った。Butcher も写本に忠実な転写を行い、写本との相違について
は脚注に記している。Butcher の修正箇所についても再検証を行い、新たな修正点を付け
加えた。以下は検証結果を写本ごとにまとめた一覧である。
Hatton 114
Line MS Assmann（1898） Parallel Text（2014）
201r17-19 And heo ～ eorðan// 
横線で消されている
当該箇所を削除 And heo ～ eorðan//
202v11 Sceape sceapum に修正 sceape
203r17 ðearft þu ðe 
異なる書体で書かれている
ðearft þu ðe を採用 採用せず 
204r21 Þeowa þeow に修正 þeowa
204v06 na が薄く見える na (na)
204v07 hete の 2 番目の e が薄い hete het(e)
205v12 Ðære ðam に修正 ðære
206r12 Ða ðam に修正 ða
206r18 Hi him に修正 hi
206v21 Davidiscũ davidiscum davidiscu7m
207v05 her ætforan on eaforan に修正 her ætforan
207v06 @ an gepunelic @ gepunelic に修正 @ an gepunelic
209r02 þo
異なる書体で書かれている
採用せず 採用せず
211r12 Nanes nan næs に修正 nanes
211v08 Acuðan oncuðan に修正 acuðan
212r11 heowile beon heowile and beon に修正 heowile beon
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Boldley 343
Line MS Assmann（1898） Parallel Text（2014）
30r12 Sæ steorræ ʻscheʼ is
行間に挿入語
Sæsteorræ sche is Sæ_steorræ ʻscheʼ is
30v05 drihʻtʼen
行間に挿入文字
drihten drihʻtʼen
30v14 sinʻsʼcipes
行間に挿入文字
sinscipes sinʻsʼcipes
30v33 þaʻuʼ　
行間に挿入文字
þu þa
採用せず
31r18 Iseahð iseah に修正 iseahð
31r25 ðreom seʻtʼtle
行間に挿入文字
ðreomsettle ðreom_seʻtʼtle
31r30 ðriʻtʼtge
行間に挿入文字
ðrittge ðriʻtʼtge
31r32 heʻoʼ 
行間に挿入文字
heo heʻoʼ
31v31 hire wrað . ʻ. yrreʼ ne 
行間に挿入語
hire wrað, ne
採用せず
hire wrað ʻ. yrreʼ . ne
31v32 ne tælan . ne ʻchidonʼ
行間に挿入文字
ne tælan, ne
採用せず
ne%tælan ʻ. chidonʼ . ne
32r28 Hæfde næfde に修正 hæfde
32r28 Næfde hæfde に修正 næfde
32v07 Tanc tacn に修正 tanc
32v08 De ðe に修正 de
32v27 worʻdʼ
行間に挿入文字
word worʻdʼ
32v28 Hic hit に修正 hic
33r06-07 heʻaʼbbende
行間に挿入文字
habbende に修正 heʻaʼbbende
33r05 c[h]apharnaum
h の下に expunct マーク
chafarnaum c[h]apharnaum 
33r16 hi
i の上に省略記号
hi hi7m 
33r17 Hi
i の上に省略記号
hi hi7m
33v03 dʻrʼihtines
行間に挿入文字
drihtines dʻrʼihtines
CCCC 367 Pt II
Line MS Butcher（1997） Parallel Text（2014）
11v26 Ana Anna Ana
11v35 æft
t の上に省略記号
æfter æft7e7r
13r14 hi man him hi man
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13r19 Stlæpe slæpe stlæpe
13r30 Sfefan swefan sfefan
13v29 Arisen arison arisen
14r16 Nygoþan nygoðan nygoþan
14v11 Æ æt æ
14v15 @ hine
横線で消されている
消去記号で消去 @ hine
15r06 Temple temple tempel
15v21 Fol folc fol
16r03 þon7e þone þon7e
16r07 ælite ælice ælite
16r13 An and an
16r14 Hnn him hnn
16r14 Sceolce seolce sceolce
16r25 Swide swiðe swide
16r33 Ant and ant
５．The Diplomatic Parallel Text of the Old English Anonymous Nativity of Mary, Trial Version
H: Hatton 114@201r-212r
C: CCCC 376@11r-16v
B: Bodley 343@30r-33v
H 201r07, C 11r01, B 30r05
　H　DE NATI/VITATE 
　C　NATIVITAS 
　B　Natiuitas 
H 201r08, C 11r01, B 30r05
　H　S7A7NC7TAE MARIAE . 
　C　S7A7NC7TE MARIE VIRGINIS . - / 
　B　Sancte Marie ; . 
H 201r09, C 11r02, B 30r06
　H　MEN%ÐA LEOFESTAN . WEOR/þian
　C　Men þa leofestan . weorðiat
　B　Men ða leofeste . wurðie
H 201r10, C 11r03, B 30r06
　H　we%nu on%andweardnysse . 
　C　we nu on and-/weardnysse . 
　B　we nu on andweardnysse
H 201r11, C 11r04, B 30r07
　H　þa gebyrdtide þære eadigan fæmnan 
　C　þa gebyrtide þære eadian fe7m-/nan
　B　þa ge_byrdtide þære / eadige femne
H 201r12, C 11r04, B 30r07
　H　s7a7nc7ta Marian . seo wæs cennystre 
 ures 
　C　S7A7NC7T7A MARIAN . seo wæs 
 cennestre ures
　B　s7a7nc7te marie . þeo wæs godes 
 kenninge ures
H 201r13, C 11r05, B 30r08
　H　drihtnes hælendes cristes . Nu%is hyre 
　C　drihtenes hælendes cristes . Nu is hyre
　B　drihtnes hælen-/des cristes . & hiræ
H 201r14, C 11r06, B 30r08
　H　nama gereht hlæfdige . oððe cwen . oððe 
　C　nama / gereht hlæfdige . oððe cwen . oððe
　B　nome ireht læfdi oððe cwen . oððe
H 201r15, C 11r07, B 30r09
　H　sæ_steorra . Heo%is hlæfdige gecweden 3
　C　sæ_steorra . / Heo is hlæfdie gecweden
　B　sæ_steorræ . Heo / is læfdi i_nemned . 
H 201r16, C 11r08, B 30r09
　H　forðan þe heo cende þone hlaford heo/
 fonas 
　C　for_þa7m þe heo cende þo-/ne hlaford 
 heofenas
　B　forðan þe heo cende þone laford 
 heofenæs
H 201r17, C 11r08, B 30r09
　H　&%eorðan . [And heo%is cwen . gecwe/
 den 3
　C　& eorðan . 
　B　& eorðæn . 
H 201r18, C , B 
　H　forðan þe heo%cende þone hlaford 
　C
　B
H 201r19, C 11r08, B 30r09
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　H　heofonas &% eorðan . ] And heo%is cwen .
　C　And heo is cwen /
　B　And heo is cwen /
H 201r20, C 11r09, B 30r10
　H　gecweden 3 forðan þe heo com of%ðam 
　C　for_þon þe heo com of þam
　B　i_nemned . forðan þe heo com of þam
H 201r21, C 11r10, B 30r10
　H　æðelan cynne . & of%ðam cynelican 
　C　æþelan kinne & . of-/þam cynelican
　B　æðele cynne . & of þam kynelyce
H 201r22, C 11r10, B 30r11
　H　sæde davides cynnes . Sæ_steorra // 
　C　sæde davides cynnes . Sæ_steorra / 
　B　sæde dauides / cynnes . Sæ_steorræ
H 201v01, C 11r11, B 30r11
　H　heo%is gecweden 3 forðan þe%se steorra 
on
　C　heo is gecweden . for þa7m þe sæ_
 steorra on
　B　is i_cweden . forþan ðe þeo sæ_steorra on
H 201v02, C 11r12, B 30r12
　H　niht gecyþeð scypliðendum mannu7m . 
hwyder 
　C　niht ge/kyþeð scyp_liðendum mannu7m 
hwider
　B　niht cuðeþ scipliðendu7m / monn7u7m . 
hwider
H 201v03, C 11r13, B 30r12
　H　bið east . & west . hwyder suð 3 & norð . 
Swa
　C　bið east & / west . hwider suþ . & norð . 
Swa
　B　bið east . & west . & suð . & norð . Swa
H 201v04, C 11r14, B 30r13
　H　þonne wearð þurh ða halgan fæmnan 
s7a7nc7ta 
　C　þonn7e wearð þurh þa hal-/gan fæmnan
　B　þenne wearð þurh þa halig fem-/ne
H 201v05, C 11r14, B 30r13
　H　marian . gecyþed se%rihte siðfæt to ðam 
　C　ge_cyþeþ se rihtes þæt to þa7m
　B　i_cyd þe rihtæ sið_fæt to þam
H 201v06, C 11r15, B 30r13
　H　ecan life . þam%ðe lange ær 3 sæton 
 on%þeos/trum . 
　C　ecan / life . Ðam þe ær lange sæton on 
 þeostrum . 
　B　æce life . þam ðe ær longe seten on 
 þeostru7m
H 201v07, C 11r16, B 30r14
　H　& on%deaþes scuan . & on%þam 
 unstillu7m 
　C　& on / deoþes scuan & on þa7m 
 unstillu7m
　B　& on / deaþes 's'cuan . & on þam unstille
H 201v08, C 11r17, B 30r14
　H　yðum þære sæ 3 þises middan_eardes . & a
　C　yþu7m þ_ære sæ þisses / middan_eardes . 
 And a%
　B　yðan þare sæ þisses middan_eardes . And ha
H 201v09, C 11r18, B 30r15
　H　syððan wyston ealle halige þone fruman 
　C　siþþan wistan ealle halige . / þone fruman
　B　syððan / wisten alle halige þone frumen
H 201v10, C 11r19, B 30r15
　H　middan_eardes . & ende . & heofona 
 rices wul/dor . 
　C　middan . 'eardes' & ende . & heofena 
 rices wul/dor . 
　B　middæn_eardes 3 & ende . & heofene 
 riches wuldor . /
H 201v11, C 11r19, B 30r16
　H　& helle wite . Nu%wille we eow secgan be
　C　& helle%wite . Nu wille we eow secgan be
　B　& helle wite . Þeonn magen we nu 
 hwylcen seogu7m wordum sæcgæn be
H 201v12, C 11r20, B 30r17
　H　ðære gebyrde þære eadigan fæmnan 
 s7a7nc7ta 
　C　þære / ge_byrde þære eadigan femnan 
 S7A7NC7TA
　B　ðare burdtide þæ-/re eadigæn femne 
 s7a7nc7te
H 201v13, C 11r21, B 30r17
　H　marian . hu seo geworden wæs & acenned .
　C　MARIAN . / hu seo geworden wæs . 
　B　marie . hu heo i_boren wæs . 
H 201v14, C 11r22, B 30r17
　H　We%habbað geræd on%bocum . @ 
 wære sum swiðe 
　C　We habbað ge_ræd on bocum Þ / wære sum
　B　We leorniæð þæt were su7m
H 201v15, C 11r23, B 30r18
　H　æþele wer on%israheliscum folce . þæs 
 nama
　C　æþele wer on Hisraheliscu7m folce . Þæs 
 / nama
　B　æþel / wer . in israel . his nome
H 201v16, C 11r24, B 30r18
　H　wæs ioachim . se%wæs of%iudan cynne . 
 & he 
　C　wæs Io_achim . se wæs of Iudan mægþe .
  & / he
　B　wæs ioachim . of iudan cynne . he wæs 
 heordæ
H 201v17, C 11r25, B 
　H　wearð geboren on%galileiscre scire . 
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 on%þære 
　C　wearþ ge_boren on galileiscere scire on 
 þære /
　B
H 201v18, C 11r25, B 
　H　byrig þe%is gehaten Nazareth . se%wæs 
 heorda 
　C　byrig þe is gehaten nazareth . / Se wæs 
 heorda
　B
H 201v19, C 11r26, B 30r19
　H　his sceapa . & he%wæs god_fyrht man 
 on byle/witnysse . 
　C　his / sceapa . He wæs got_forht man an 
 bilewytnysse . / 
　B　his sceapæ . / he wæs godfyrht mon on 
 bilewitnysse . 
H 201v20, C 11r27, B 30r19
　H　& on% fremsumnysse . & he næfde 
　C　& on fremfulnysse . an'd' he næfde . 
　B　& in%fremsumnesse . And næfde he
H 201v21, C 11r28, B 30r20
　H　nænige oðre gymene 3 buton his eowde . 
 of%þa7m 
　C　'nenige' oþre gymene bu-/ton his eowde . 
 of þa7m
　B　nænigne oðre / gemæneny_mðe his 
 eowde . of þam
H 201v22, C 11r29, B 30r20
　H　eowde 3 he%fedde ealle þa ðe him 
 drihten on/dredon .
　C　eowde he fedde ealle þa þe hi7m / 
 drihten on_dredon . 
　B　eowde he fedde alle þa ðe heom drihten 
 ondredæþ /
H 201v23, C 11r29, B 30r21
　H　& of ðam wæst_mum 3 he%gode þry//
 fealde
　C　& of þa7m wæ_smu7m he gode 'þreo'
　B　& of þam wæstme he gode þreofealdne
H 202r01, C 11r30, B 30r21
　H　lac geborhte . & ealle his æhta on%þreo 
　C　lac ge-/brohte . & ealle his æhta on þreo 
　B　lac brohte & all his æhtæ on ðreo
H 202r02, C 11r31, B 30r22
　H　todælde . ænne dæl he%sealde þearfan . 
　C　to_dælde . Anne dæl he sealde þearfu7m
　B　to_dælde . / Enne del he sealde þearfæn . 
H 202r03, C 11r32, B 30r22
　H　& wydewan . & steop_cildum . & æl_
 þeodigum 
　C　& wudewu7m . & steopcildum . / & æl_
 þeo_digum
　B　& widewæn & steopcildu7m . & ælþeodig
H 202r04, C 11r33, B 30r23
　H　mannum . & oðerne dæl he%sealde 
 þam%þe 
　C　mannum . And oþerne dæl he/ sealde 
 þam þe
　B　monn7u7m . And oðer-/ne del þæm þe
H 202r05, C 11r34, B 30r23
　H　gode ane þeowodon . Ðone þriddan dæl he
　C　gode anu7m þeowedon . Þon7e þriddan / 
 dæl he
　B　gode ane seruedæn . Þriddan dæl he
H 202r06, C 11r35, B 30r24
　H　heold him sylfum & his hirede big 
 to%liﬁgenne . 
　C　heold him Sylfu7m & his hirede big to 
 lyﬁ-/genne . 
　B　heold him seolfu7m . & his hirede / bi to 
 lyﬁgenne . 
H 202r07, C 11r35, B 30r24
　H　Ða midþam þe%he þas ðing wæs 
 donde%þus 3 
　C　Ða mid þa7m þe he þas þing wæs donde 
 þus . //
　B　Forþan ðe he þas ðing wæs donde þus . 
H 202r08, C 11v01, B 30r25
　H　þa micclode god%his woruld_æhta @ 
 on%þa tid 3 
　C　þa mycclade god his woruld_æhta . Þ on 
 þa tid
　B　þa myclode god his woruld_æhtæ / on þa 
tid
H 202r09, C 11v02, B 30r25
　H　næs nan wer him gelic on%israhelum . 
Ðas 
　C　næs nan / wær him ge_lice on Israhælum . 
Ðas
　B　næs nan mon him ilice on israelæ . Ðas
H 202r10, C 11v03, B 30r25
　H　þing he ongan don . þa þe he%wæs ﬁf_tyne 
　C　þing he ongan / don þa ða he wæs fy_ftyne
　B　ðing he ongon don þa he wæs . xv . /
H 202r11, C 11v04, B 30r26
　H　wintra . & midþam þe he hæfde twentig 
　C　wintra . & mid þam þe / he hæfde . XX . 
　B　winter . & mid_þa ðe he hæfde . xx . 
H 202r12, C 11v05, B 30r26
　H　wintra . þa onfeng he wif him to 
 gemæccan . 
　C　wintra þa onfeng he wif him to / ge_
 mæccan
　B　wintræ þa nom he wif him to make . 
H 202r13, C 11v05, B 30r27
　H　seo wæs gehaten anna . & hyre cynn wæs
　C　seo wæs 'ge' haten . Anna . & hyre kyn 
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 wæs%
　B　heo wæs ihaten / anna . heo wæs achares
H 202r14, C 11v06, B 
　H　on%þære byrig bethleem . Seo wæs achares 
　C　on / þære byrig bethleem . Seo anna wæs 
Achares
　B
H 202r15, C 11v07, B 30r27
　H　dohtor of%his agenum cynne . @%is 
 þonne 
　C　doh-/tor . of his agenu7m kynne . Þ is 
 þon7e
　B　dohter of his agene cynne . @ is ðenne
H 202r16, C 11v08, B 30r28
　H　of%ðam æþelan cynne davides þæs 
　C　of þa7m æþelan / kynne Davides þæs
　B　of ðam æþelan cynne / dauides þæs
H 202r17, C 11v09, B 30r28
　H　cynincges . Hi ða wæron samod drohtni/
ende æt_gædere
　C　kyninges . Hi þa wæron samod / 
 drohtinende æt somne . 
　B　kynniges . Heo þa wæron samod togedere
H 202r18, C 11v09, B 30r28
　H　twentig wintra . swa hi 
　C　XX . wintra swa hi
　B　twentig wintræ . swa heo
H 202r19, C 11v10, B 30r29
　H　nan%bearn ne%be_geaton . Ða gelamp hit 
　C　nan bearn / on worulde ne begeaton . Þa 
ge_lamp hit
　B　nan / bearn ne bigetæn . Þa i_lamp hit
H 202r20, C 11v11, B 30r29
　H　sume dæge . þæt he eode to%ðam drihtnes 
　C　sume / dæge Þ he eode to þa7m driht_nes
　B　sum7me dæg @ heo eoden to þam drihtnes
H 202r21, C 11v12, B 30r30
　H　temple . & he%ða ioachim gestod betwyx 
　C　te7mple . & he þa / Io'a'him ge_stod betwux
　B　temple & he / þa ioachim stod betwyx
H 202r22, C 11v13, B 30r30
　H　þam mannum þe%to gode onseged_nysse 
　C　þam mannu7m þe to Gode on/sægennæsse
　B　þam monn7um þe to gode heoræ lac 
 onsægednesse
H 202r23, C 11v14, B 30r31
　H　brohton . & he gearwode his gyfe 
 on%godes // 
　C　brohton . & he gearwode his gyfe on go-/des 
　B　brohten . & he gear-/wode his gifu on godes 
H 202v01, C 11v14, B 30r31
　H　gesihðe . Him ða to%genealæhte þara 
 bocera 
　C　ge_sihþe . Him þa to ge_nealæhte þære 
 bocera /
　B　i_sihðe . Him ða to neahlæhte þare bocere
H 202v02, C 11v15, B 30r32
　H　sum . þæs nama wæs ruben . & cwæð 
 him to . 
　C　sum . þæs nama wæs RVBEN . & 
 cw7æ7ð him to . 
　B　sum . his nome wæs / ruben & cwæð to 
 him . 
H 202v03, C 11v16, B 30r32
　H　Nis þe alyfed @ ðu stande betwyx þam 
　C　Nis þe aly-/fed Þ þu stande betwux þa7m
　B　Nis ðe i_lyfed @ ðu stonde betwux þam
H 202v04, C 11v17, B 30r33
　H　mannum þe gode onsegednysse bringað . 
　C　þe gode onsægednysse / bringað . 
　B　ðe gode onsegednysse brin- _ gæð . 
H 202v05, C 11v18, B 30r33
　H　forðan þe godes bletsung ofer%ðe 
 ne%com . 
　C　for þa7m þe godes bletsunge ofer þe ne / 
 com . 
　B　forþan ðe godes bletsung ofer þe ne com . 
H 202v06, C 11v18, B 30r33
　H　þæt he þe ænig bearn asende . He%ða 
 þæs wæs 
　C　Þ he þe ænig bearn asende . He þa þæs 
 wæs /
　B　@ he þe ænig bearn sende . He ða þær 
 wæs //
H 202v07, C 11v19, B 30v01
　H　myccle scame þrowiende beforan þa7m 
folce 
　C　myccle scame þrowiende beforan þa7m 
folce
　B　mycle scame þrowiende beforan þam 
folce
H 202v08, C 11v20, B 30v01
　H　for%þisum wordum . & he%ða swa 
 scamiende 
　C　for þy/sum wordu7m . & he þa swa 
 sceamiende
　B　for ðisse wordum . He þa swa scamiende
H 202v09, C 11v21, B 30v02
　H　ut of%ðam temple wepende gewat . & 
 he%nolde 
　C　ut of þam / temple wepende ge_wat . & 
 nolde
　B　ut of ðam / temple wepende eode . & he 
þa nolde
H 202v10, C 11v22, B 30v02
　H　þa eft to%his agenum hame hweorfan . 
ac he 
　C　þa eft hweorfan / to his agenum hame. 
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Ac he
　B　æft hweorfan to his agene hame . Ac he
H 202v11, C 11v23, B 30v03
　H　gewat on%westenum to%his sceape . & 
ða hyrdas 
　C　ge_wat on westenu7m / to his sceapu7m 
& þa heordas
　B　ge_wat on westene / to his sceapu7m & 
þa hyrdæs
H 202v12, C 11v24, B 30v03
　H　nam mid%him . & ðær wunode ﬁf 
 monþa 
　C　na7m mid him . & þær wunode . V / 
 monþan
　B　nom mid him . & þær wunode ﬁf monðæ
H 202v13, C 11v25, B 30v04
　H　fæce . swa @ ðær nænig æren_draca 
 betweonan 
　C　fæcc. Swa þær nænig ærendraca be_
 tweo/nan
　B　fæcc . swa þær nan æren-/drace ne ferde 
 betweonan
H 202v14, C 11v25, B 30v04
　H　ne%ferde . him 3 & his gemæccan . Ða 
ongann 
　C　ne ferde him . & his ge_mæccan. Ða 
ongan .
　B　hi7m & his mæccan . Ða ongon
H 202v15, C 11v26, B 30v05
　H　anna%his gemæcca wepende hi 
 to%drihtne 
　C　Anna / hyre ge_mæccan be_wepan . & 
 hire% to drihtene
　B　anna hire i_mæccan bewepen . & / hire 
 to drihtine
H 202v16, C 11v27, B 30v05
　H　gebiddan . & ðus cwæð . Min%drihten 
 israhela 
　C　ge/biddan & þus cw7æ7ð . Min drihten 
 israhela
　B　biddan . & þus cwæð . Min drih't'en israele
H 202v17, C 11v28, B 30v06
　H　god . þu ðe eart strang & mihtig ofer ealle 
　C　god . þu þe eart / strang & mihtig ofer ealle
　B　god . þu%þe eart strong & mihtig / ofer alle
H 202v18, C 11v29, B 30v06
　H　gesceafta . & ðu%me noldest næfre bearn 
　C　ge_sceafta & þu me noldest / næfre bearn
　B　isceaftæ . & þu me naldæst næfre bearn
H 202v19, C 11v30, B 30v07
　H　ofer eorðan syllan . & ðu minne wer me 
　C　ofer eorþan syllan & þu minne wer / æt me
　B　ofer eorðan syllæn . & þu minne wer æt / 
 me
H 202v20, C 11v30, B 30v07
　H　æt gename . & ic nat hwæþer his lif is ofer 
　C　ge_name . & ic nat hw_æ_þer his lif is ofer /
　B　ge_nome . & ic nat hwæder his lif is ofer
H 202v21, C 11v31, B 30v07
　H　eorðan . & gif he forð_gewiten is 3 þonne 
　C　eorþan . & gyf he forð_ge_witen is þon7n7e
　B　eorðan . & gif he forð_iwiten is . þonn7e
H 202v22, C 11v32, B 30v08
　H　ne% ge_gearwie ic%him byrgene . Ða 
 heo þas 
　C　ne% ge_gear/wode ic him byrgenne . Ða 
 heo þas
　B　gear-/wode ic him byrigenne . Ða heo ðas
H 202v23, C 11v33, B 30v08
　H　word gecweden hæfde 3 þa eode heo eft // 
　C　word gecweden / hæfde þa eode heo eft
　B　word i_cwæden hæfde . þa eode heo eft
H 203r01, C 11v34, B 30v09
　H　on%hire cauertune . & hire eadmodlice to 
　C　on hyre cafe_rtun . & hyre / ead_modlice to
　B　on hire / cauertun & hire eadmodlice to
H 203r02, C 11v35, B 30v09
　H　drihtne gebæd . & æfter ðam þe heo hire 
 gebed 
　C　drihtene ge_bæd . & æft7e7r þa7m þe 
 heo / hæfde hire ge_beden
　B　driht7en bead . And æfter þan ðe heo 
 hæfde hire bone
H 203r03, C 12r01, B 30v10
　H　gefylled hæfde . þa ahof heo hire eagan 
　C　ge_fyllede . þa ahof heo // hyre eagan
　B　i-/fylled 3 þa ahof heo hire eagan
H 203r04, C 12r02, B 30v10
　H　up to driht_ne . þa geseah heo spearwan 
　C　up to drihtene & þa ge_seah heo spear-/
wan
　B　up to%drihtne . & þa iseah heo an 
 sparewæn
H 203r05, C 12r02, B 30v11
　H　nest on anum lawer_treowe . Heo ða 
 wependre 
　C　næst on anu7m lawer_treowe . Heo þa 
 wependre /
　B　nest on-/anu7m lawer_trewe . heo þa mid 
wependre
H 203r06, C 12r03, B 30v11
　H　stefne clypode to%driht_ne 3 & cw7æ7ð . 
Drihten 
　C　stemne clypade to drihten & cw7æ7ð 
 Drihten
　B　stefne clypode to drihtne & cwæð . 
 Drihten
H 203r07, C 12r04, B 30v12
古英語期における Nativity of Mary の受容について
12
　H　þu ælmihtiga god . þu sealdest eallum 
 ge/sceaftum 
　C　þu æl-/mihtiga god þu sealdest eallu7m 
 'ge'sceaftu7m
　B　þu / almihtiga god ðu þe sealdest alle 
 isceftæ
H 203r08, C 12r05, B 30v12
　H　byrðor . & hi on%þan gefeoð . & ic 
 þe%nu 
　C　byorþor / & hi% on þon gefeoþ. Ic þe nu
　B　byrþor & heo on%þon gefoð . Ic þe nu
H 203r09, C 12r06, B 30v13
　H　þanc secge 3 þæt þu%me ane ute 
 atyndest 3 
　C　þanc sette Þ þu me / ana ute atyndest .
　B　þang / sæcge þet þu me anæ ute a_
 tyndest
H 203r10, C 12r07, B 30v13
　H　fram þinre gyfe þære frem_sumnysse . 
　C　fra7m þinne gyfe þære fre7m-/sumnyse. 
　B　from þine gyfæ þare fremsumnysse . 
H 203r11, C 12r08, B 30v14
　H　hwæt þu min drihten canst . & wast mine 
　C　Hwæt þu min drihten canst & wast / mine
　B　hwæt þu / min drihten const & wast mine
H 203r12, C 12r08, B 30v14
　H　heortan hwæt ic%þe fram fruman mines 
　C　heortan hwæt ic þe fra7m fruman mines
　B　heortæ hwæt ic þe fro7m frimþe mine
H 203r13, C 12r09, B 30v15
　H　gesinscipes gehet . gyf þu%me sealdest 
　C　scin-/scipes% ge_het gyf þu me sealdest
　B　sin's'cipes bi/hæt . Gif ðu me sealdest
H 203r14, C 12r10, B 30v15
　H　sunu oððe dohtor . þæt ic%hi wolde 
 þe%ge/bringan 
　C　sunu oððe doh-/tor . Þ ic hy wolde þe 
 ge_bringan
　B　sunu oððe dohter @ ic hire wolde þe 
 bringæn
H 203r15, C 12r11, B 30v16
　H　to%þinum te7mple . Ða heo þas word 
　C　to þinu7m te7mple . / þa heo þas word
　B　to þine te7mple . / Ða heo þas word
H 203r16, C 12r12, B 30v16
　H　gecweden hæfde 3 Hwæt þa hyre æt_
 ywde 
　C　ge_cweden hæfde . Hwæt þa hyre æ_t/
 eowde
　B　i_cwædon hæfde . þa æt_eowde hire
H 203r17, C 12r12, B 30v16
　H　driht_nes encgel . & ðus cw7æ7ð . Ne 
 ðearft ðu þe 
　C　godes engel & þus cwæþ . Nelt þu þe
　B　godes engel & cwæþ . Nylt þu ðe /
H 203r18, C 12r13, B 30v17
　H　ondrædan anna . forðan þe 
　C　ondreadan / anna for þan
　B　ondredan anna . forþan
H 203r19, C 12r14, B 30v17
　H　þin þrowung is on%godes geþeahte . @ 
 of ðe 
　C　þin þrowung is on% godes ge_þeahte. / Þ 
 Þ of þe
　B　þin ðrowung is on godes þohte @ of þe
H 203r20, C 12r14, B 30v18
　H　acen_ned%bið . þæt%bið on%wundra 
eallu7m 
　C　acenned byþ Þ bið on wundra eallu7m
　B　acenned bið @ bið / on wundræ allu7m
H 203r21, C 12r15, B 30v18
　H　folcum 3 oð%@ woruldes ende . Ða 
 mid%þa7m 
　C　man-/num oððæt worulde ende . Ða mid 
 þa7m
　B　monn7u7m oð%ðet woruldæ ende . þa 
 mid þæm
H 203r22, C 12r16, B 30v19
　H　þe%he þas word gecweden hæfde 3 þa 
 wæs he 
　C　þe he þas word / ge_cweden hæfde . þa 
 wæs he
　B　ðe he þas word i_cwedon hæf-/de . þa 
 wæs he
H 203r23, C 12r17, B 30v19
　H　fram hyre eagum ahafen . þa wæs heo // 
　C　fra7m hira eagan aha-/fen. Ða wæs heo
　B　fram hire eagan ahofen . þa wæs heo
H 203v01, C 12r18, B 30v20
　H　swyðe forht geworden for ðæs engles 
 gesihðe . 
　C　swiþe forht ge_worden for þæs eng-/les 
 ge_sihþe . 
　B　swyðe forht i_worden for þæs englæs / 
isihðe . 
H 203v02, C 12r19, B 30v20
　H　Heo%hire þa gewat into%hyre clyfan . 
& ðær 
　C　& heo hire ge_wat into heora cleofan . & 
/ þær
　B　& heo þa eode into hire cleofæ & þær
H 203v03, C 12r19, B 30v20
　H　awunode þone dæg . & ða niht on%hire 
gebede . 
　C　awunode þone dæg & þa niht on hire ge_
bedu7m. 
　B　wunede ðone dæg . & þa niht 3 on hire 
 bedu7m . / 
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H 203v04, C 12r20, B 30v21
　H　Ða%þæs on%mergen þa gelaþode heo 
hyre þi/nene 
　C　Ða / wæs on morgen ge_worden þa ge_
laðede heo hire þi-/nene
　B　Þa wæs morgen i_worden . þa laðede heo 
hire ðinene
H 203v05, C 12r20, B 30v22
　H　hire to & cwæð . hwæt þu me% ge_sawe 
　C　to hire '& hire' to cw7æ7ð . Hwæt þu me 
ge_sawe
　B　to hire . & to hire cwæð . Hwæt ðu me / 
i_sawe
H 203v06, C 12r22, B 30v22
　H　on%wydewan_hade beswicene . & on 
 mycelre 
　C　on minu7m / wydewu7m hade be_
 swicene . & on mycclre
　B　on mine wydewan_hade biswicene & on 
 mycelre
H 203v07, C 12r23, B 30v23
　H　nearonysse gesette . & noldest me 
 to%fro/fre 
　C　nearunysse ge/sette . & noldest me to 
 frofre 
　B　nearunysse i_sette . & noldost me / to_
 foren 
H 203v08, C 12r24, B 30v23
　H　cuman . Ða &swarode heo hire unge/
 þwærlice . 
　C　cuman . þa 7swarode / heo hire unge_
 þwærlice
　B　cumen . þa answarde heo hire un_
 ðwærlice
H 203v09, C 12r25, B 30v23
　H　& hire cwæð to . Ðeah þe god þinne 
　C　& hire cwæð to . þeah god / þinne
　B　& hire to cwæð . þeah god þinne
H 203v10, C 12r25, B 30v24
　H　wer æt þe gename . & ðinne innoð beluce . 
　C　wer æt þe name . & þinne innoð belðce
　B　wær / æt þe nome . & þin innoð biluce .
H 203v11, C 12r26, B 30v24
　H　hwæt sceal ic%þæs don . Ða%þa heo ane 
þas word 
　C　hwæt / sceal ic þe þæs don . Ða þa heo 
 ana þas word
　B　hwæt sceal ic þe ðæs don . Ða%þe heo 
 anæ þas word
H 203v12, C 12r27, B 30v25
　H　gehyrde 3 þa ongan heo biterlice wepan . 
　C　ge_hyr-/de þa ongan heo wepan biterlice. 
　B　i_hyr-/de 3 þa ongon heo wepæn biterlice . 
H 203v13, C 12r28, B 30v25
　H　Hwæt%þa on%þære ylcan%tide æt_
 ywde hi7m 
　C　Hwæt þa on / þære ylcan nihte him æt_
 eowde
　B　Hwæt þa on ðare ylcan nihte him æteowde
H 203v14, C 12r29, B 30v26
　H　sum swyðe wlitig wer . on%þam westene 
. þær 
　C　su7m swiþe wlitig / wer . on þa7m 
 westene þær
　B　sum / swiðe wlitig wer on ðam westene 
 þær%
H 203v15, C 12r30, B 30v26
　H　þær he%wæs mid%his hyrdum 3 & him 
 cwæð%to . 
　C　þær he wæs mid his heor-/du7m & him 
 cw7æ7ð to
　B　þær he wæs mid his heordu7m & him to 
 cwæð .
H 203v16, C 12v01, B 30v27
　H　For%hwan nelt ðu ham gehweorfan 
 to%þinu7m 
　C　For hwam nelt þu ha7m hweorfan // to 
 þinu7m
　B　For%hwa7m / nelt þu ham hweorfan to 
 þinu7m
H 203v17, C 12v01, B 30v27
　H　gemæccan ? Ða cwæð he ioachim . 
 twentig 
　C　ge_mæccan . Ða cw7æ7ð he Io_achim . 
 XX .
　B　i_mæccan . þa cwæð ioachi7m . Twentig
H 203v18, C 12v02, B 30v28
　H　wintra ic wunode mid hyre . & me god 
　C　wintra / ic wunode mid hyre & me god
　B　wintræ ic wunod / mid hire & me god
H 203v19, C 12v03, B 30v28
　H　nan bearn of%hyre ne%sealde . Ac ic 
 swyðe 
　C　nan bearn of hire / ne sealde . Ac ic swiþe
　B　nan bearn of hire ne sealed . Ac ic swiðe
H 203v20, C 12v04, B 30v29
　H　ge_æswicod eode ut of%ðam driht_nes 
　C　ge_æswicode ut of þa7m drih/tenes
　B　ge_æswicod eode ut of þa7m / godes
H 203v21, C 12v05, B 30v29
　H　temple . forðan ic nylle eft ham ge/
 hweorfan . 
　C　te7mple . for þon ic nelle eft ha7m ge_
 hwyrfan /
　B　temple forþan ic nylle æft ham hweorfan .
H 203v22, C 12v05, B 30v29
　H　ac ic wylle her wunian . þa hwile 
　C　Ac ic wylle her wunian þa hwile .
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　B　ac ic wylle her wuniæn þa hwile /
H 203v23, C 12v06, B 30v30
　H　þe drihten wile . & ða godes gyfe . for // 
　C　þe drihten wile . / & þa godes gyfe for
　B　ðe drihten wyle . & þa godes gife for
H 204r01, C 12v07, B 30v30
　H　driht_nes naman dælan . swa ic ær dyde . 
　C　drihtenes naman dælan swa ic / ær dyde. 
　B　drihtenes nome dælan swa ic ær dyde . 
H 204r02, C 12v07, B 30v31
　H　Ða &swarode him se iunga & cwæð . Ic 
eom 
　C　Ða 7swarade him se iunga & þus 
 cw7æ7ð . Ic eom /
　B　Þa and-/swarde hi7m þe ængel & ðus 
 cwæð . Ic eom
H 204r03, C 12v08, B 30v31
　H　driht_nes encgel & nu%to%dæg ic me 
 æt_eowde 
　C　drihtenes engel . & nu to_dæg ic me æt_
 eowde
　B　drihtine engel . & nu to_dæg ic me 
 æteowde /
H 204r04, C 12v09, B 30v32
　H　þinum gemæccan . & hi gefrefrode . 
 þa%þa heo%hi 
　C　þinum / ge_mæccan & hi ge_frefrode . 
 þa þa heo hy
　B　þine gemæccan & hire frefrode . þa þa 
 heo hire
H 204r05, C 12v10, B 30v33
　H　wepende & geomriende to%driht_ne 
gebæd . 
　C　wepende / & geomeriende to drihtene 
gebæd . 
　B　wæpende & geomeriende to drih-/tene 
bæd . 
H 204r06, C 12v11, B 30v33
　H　& wite%þu þæt heo is of ðinum sæde 
 ge_eacnod 3 
　C　& wite þu þæt heo / is of þinu7m sæde 
 ge_acnod
　B　& wite þu nu @ heo of ðine sæde i_
 eacnod is
H 204r07, C 12v12, B 31r01
　H　swa swa þu nystest . þa%þa þu% hi%ana 
 forlæte . 
　C　swa þu na% ne wistest. / Ða þa þu hi() 
 ane for_læte
　B　swa swa þa na hit ne%wistest . // Ða þe 
 ðu ane for_læte
H 204r08, C 12v13, B 31r01
　H　& heo þe cenneð dohtor . & seo%bið 
 on%godes 
　C　& heo þe cenneð doh/ter . & seo byð on 
 godes
　B　heo þe cenneð dohter & heo bið on godes
H 204r09, C 12v14, B 31r02
　H　temple fulfremed . & se%halga gast 
 resteþ 
　C　temple ful_fremed & se hal-/ga gast 
 resteð
　B　temple fulfremed . & þe halga / gast 
 ræstæþ
H 204r10, C 12v15, B 31r02
　H　on%hyre . & hire eadignyss astigeð ofer 
　C　on hire . & hire eadignysse ofer/stigeð
　B　on hire . & hire eadignyssæ ofer_stihð 
H 204r11, C 12v15, B 31r02
　H　ealle wifa cynn . & hire ne%bið gelic ænig 
　C　eall wyfa cynn . & hire ne bið ge_lic ænig
　B　all wif_cynn . & hire ne bið ilic ænig /
H 204r12, C 12v16, B 31r03
　H　þara þe ær%wæs 3 oððe æfter . Cyr%nu 
 to%þinu7m 
　C　þære / þe ær wæs oððe æfter cymð . 
 Gecyr nu to þinu7m /
　B　þare þe ær wæs . oððe æfter cymð . 
 cyr%nu to ðine
H 204r13, C 12v17, B 31r04
　H　gemæccan . & ðu gemetest hi ge_
 eacnode . & ðu 
　C　ge_meccan . & þu ge_metest hi ge_
 eacnode & þu
　B　imæccan & þu i_mætest hire ieac-/node . &
H 204r14, C 12v18, B 31r04
　H　þæs gode þanc sege . forðan þe hyre sæd 
bið 
　C　þæs go/de þanc secge . for_þan hire sæd 
bið
　B　þas ðonce gode . forþan ðe hire sæd bið
H 204r15, C 12v19, B 31r05
　H　gebletsod . & heo bið modor þære ecan 
 blet/sunge 
　C　ge_bletsod . & / heo bið modor þære 
 ecan bletsunge 
　B　i_bletsod & heo bið moder þare æcæn / 
 bletsunge 
H 204r16, C 12v20, B 31r05
　H　geseted . Ða wurþode hine ioachim : 
　C　ge_setteð. / Ða weorðade hine Ioachim .
　B　iset . Þa weorðede hine ioachi7m
H 204r17, C 12v21, B 31r05
　H　& him cwæþ to . Gyf hit þus gewurðan 
 scule 
　C　& him to cwæþ . Gyf / hit þus ge_
 wurþan Scyle
　B　& him to cwæð . Gif hit þus i_wyrðan scyle
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H 204r18, C 12v22, B 31r06
　H　swa%þu cwyst 3 site mid%me 
 on%minum huse . 
　C　Swa þu cwist . site mid / me on minu7m 
 huse . 
　B　swa / ðu cwæst site mid me on mine huse 
H 204r19, C 12v23, B 31r06
　H　& geblet_sa þinne þeowa . Ða cwæð se 
encgel 
　C　& ge_bletsa þinne þeow . Ða / cw7æ7ð 
se engel
　B　& ble(  )'t'se þinne ðeow . Þa cwæð þe 
engel
H 204r20, C 12v23, B 31r07
　H　to%him . Hwi wylt þu%la cweðan @ ðu 
sy min 
　C　to hi7m . Hwi wylt þu cweþan Þ þu si 
min /
　B　to hi7m . hwi / wilt ðu la cwæðon @ ðu 
beo min
H 204r21, C 12v24, B 31r07
　H　þeowa . ac þu eart min efenþeowa . 
forðan%þe 
　C　ðeow ac þu eart min efen_þeow for þon
　B　ðeowæ . ac þu eart min efen_ðeowæ . 
forþan
H 204r22, C 12v25, B 31r08
　H　wit syndon anes godes þeow . &ic%þe 
 secge . 
　C　wyt synd / anes godes þeow . & ic þe secge
　B　wit beoð / anes godes þeow . & ic þe secge
H 204r23, C 12v26, B 31r08
　H　@ min mete . ne%min drenc . ne%mæg 
 beon fram // 
　C　Þ min mete . & min / drenc ne mæg beon 
 fram
　B　þet min mæte and min drync ne mæg 
 beon from
H 204v01, C 12v27, B 31r09
　H　mannum gesewen . Ac swa hwæt swa 
 þu%me 
　C　mannu7m ge_sewen. / Ac swa hwæt swa 
 þu me
　B　monn7u7m / isægen . ac swa%hwæt swa 
 ðu me
H 204v02, C 12v28, B 31r09
　H　to gyfe tihhie . bring þæt gode to 
 onsægednysse . 
　C　to gyfe tihhige bring / Þ gode to 
 sægednysse. 
　B　to gife tihtest bring þæt gode to un_
 sægednesse . 
H 204v03, C 12v29, B 31r10
　H　He þa ioachim gode brohte unwemme lac . 
　C　He þa ioachim gode broh/te un_wemme 
lac .
　B　He / þa ioachim brohte un_wemmed lac .
H 204v04, C 12v30, B 31r10
　H　& to%ðam engle cwæð : Næs ic na 
 gedyrstig . 
　C　& to þa7m engle cw7æ7ð . Næs ic na / 
 ge_dyrstig
　B　& to þam ( )engle cwæð . Næs ic na ge_
 ðrystig /
H 204v05, C 13r01, B 31r11
　H　þæt ic gode sacerdlice onsægednysse 
 brohte . 
　C　Þ ic Gode sacerdlice on_sægennisse // 
 brohte
　B　@ ic gode sacerdlice onsægednesse 
 brohte
H 204v06, C 13r02, B 31r11
　H　þær þu%me ne%hete . Ða cwæþ se 
 encgel . (na) ic%ðe 
　C　gyf þu me ne hete . Ða cw7æð se engel . 
 Na / ic þe
　B　gif þu me%ne hæte . þa cw7æ7ð þe engel 
 na ic þe
H 204v07, C 13r02, B 31r12
　H　ne%het(e)%gode sacerdlice 
 onsægednysse 
　C　ne hete gode sacerdlice onsægednysse
　B　ne / hate gode sacerdlice onsægednesse
H 204v08, C 13r03, B 31r12
　H　bringan . forðam gyf ic godes willan 
 to%þan 
　C　brin-/gan for þa7m þe ic godes willan to 
 þa7m
　B　bringan forþan ðe ic godes willæn to þam
H 204v09, C 13r04, B 31r13
　H　on%þe ne%ongeate . Ða gewat se encgel 
samod 
　C　ne% ongeate . þa - / ge_wat se engel samod
　B　ne on/geate . Þa ferde þe engel sam_od
H 204v10, C 13r05, B 31r13
　H　mid%þam stence þære onsægednysse into 
　C　mid þa7m stence þære on_sæ/gednysse into
　B　mid þam stence ðære onsægednysse into
H 204v11, C 13r06, B 31r14
　H　heofonum . He%ða ioachim wearð to%þam 
　C　heofenum . He þa ioachim ge_weard / to 
 þam
　B　heofenu7m . / He þa ioachi7m wearð to 
 þam
H 204v12, C 13r06, B 31r14
　H　forth . þæt%he feoll on%his ansyn . & 
 læg swilce 
　C　forht . Þ he feoll on eorþan & læg swylce /
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　B　afyrht @ he feol on eorþan . & læg swylce
H 204v13, C 13r07, B 31r15
　H　he dead%wære . fram%þære sixtan tide 
þæs 
　C　he dæd wære . Fram þære sixtan tide þæs
　B　he dead were . / fram þare sixtan tide þæs
H 204v14, C 13r08, B 31r15
　H　dæges . oð%@ afen wæs . Him%þa 
 to%ge_nealæhton 
　C　dæ-/ges oððæt æfen wæs . Him þa to ge_
 nea_læhton /
　B　dæges oð%ðet hit euen wæs . Him þa to 
 nealæhton
H 204v15, C 13r09, B 31r16
　H　his hyrdas . & hi%hine þa%gesawon 
 licgan . 
　C　hys hyrdas & hi hine þa ge_sawon licgan .
　B　his / heordæs . & heo hine þa i_segæn 
 liogan
H 204v16, C 13r10, B 31r17
　H　& nyston þone intingan on%him . ac 
 ahofen 
　C　& nys-/ton þone intingan on him. Ac 
 hofon
　B　& nysten þenne intingæn on him . ac ho-/
 fen
H 204v17, C 13r11, B 31r17
　H　hine up . & hi%wendon þæt he wolde 
 hine 
　C　hine up . & hi / cwædon Þ he wolde hine
　B　him up . & heo cwæden @ he wolde hine
H 204v18, C 13r12, B 31r18
　H　sylfne acwellan . Ða ahof he%his heafod 
up . 
　C　sylfne acwellan . Ða / ahof he his heafod 
up
　B　sylfne acwællæn . Ða ahof he his / heafod 
up .
H 204v19, C 13r13, B 31r18
　H　& he him asæde þa%his gesihðe 3 
 þe%he geseah . 
　C　& he heom assede þa his / ge_sihðe þe 
 he ge_seah. 
　B　& sæde heom his sihðe þe he i_seahð . 
H 204v20, C 13r14, B 31r19
　H　Ða wurdon hi sona afyrhte . & eac 
 wundro/don 3 
　C　Ða wurdon hi sona afyrhte / & eac wun_
 dredon .
　B　Ða wyrdon heo sonæ afyrhte . & / eac 
 wundredon .
H 204v21, C 13r14, B 31r19
　H　oð%@ he heom eall asæd hæfde . & hi ða 
　C　oððæt he hit hi man eall a-/sæd hæfde . 
& hi þa
　B　oð%ðet he hit heom all i_sæd hæfde . & 
heo 
H 204v22, C 13r15, B 31r20
　H　ealle hine trymedon & lærdon . 
 @%he%gehyrsu7m 
　C　ealle hine trymedon & lærdon / Þ he ge_
 hyrsu7m
　B　alle%þa hine tremedon / & lærdon @ he 
 i_hyrsum
H 204v23, C 13r17, B 31r20
　H　wære þæs engles wordum . & @ he 
 hraþe // 
　C　wære þæs engles wordum . & þæt he / 
 hrape
　B　wære þæs englæs wordu7m . & @ he raþe
H 205r01, C 13r18, B 31r21
　H　gehwyrfde ham to%his gemæccan . 
 He%ða ioachi7m 
　C　ge_dwyrde ham to his ge_mæccan . He 
 þa / Ioachim
　B　hwirfde ham to his / i_mæccæn . He þa 
 ioachi7m
H 205r02, C 13r18, B 31r21
　H　þreodode & smeade on%his mode . 
 hwæt he 
　C　þreodode on his mode hwæt he
　B　ðreodode on his mode hwæt he
H 205r03, C 13r19, B 31r22
　H　embe þæt dyde . þa wearð he færinga 
 on%slæpe 
　C　ymbe Þ / dyde . þa ge_wearð he færinga 
 on stlæpe
　B　embe @ dyde þa wearð / he feringæ on 
 slæpe
H 205r04, C 13r20, B 31r22
　H　gehwyrfed . Him þa eft æt_ywde se ylca 
　C　ge_hwyr-/fed . Him þa æt_ywde se ilca
　B　ge_hwirfed . Him þa æteowde þe ilcæ
H 205r05, C 13r21, B 31r23
　H　godes encgel on%slæpe . & him to . 
 cwæð . Ic eom 
　C　engel eft on slæ/pe & him to cw7æ7ð . Ic 
 eom
　B　engel eft on slepe . & / hi7m to cw7æð . 
 Ic eom
H 205r06, C 13r22, B 31r23
　H　godes encgel . & fram drihtne ic eom 
 þe%to 
　C　godes engel . & fram / drihtne ic eom þe 
to
　B　godes engel & fro7m drihtne ic am þe to
H 205r07, C 13r23, B 31r24
　H　hyrde geset . Ac gewit nu%ham or%sorh 
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to%ðinu7m 
　C　heorda ge_set . Ac ge_wit nu / ham orsorh 
to þinu7m
　B　heorde i_set . Ac fare nu / ham orsorh to 
 ðine
H 205r08, C 13r24, B 31r24
　H　gemæccan . & ingcer mild_heort_nyss 
 þe% gyt 
　C　ge_mæccan . & eower mild/heort_nysse 
 þe (    ) ge
　B　mæccan . & eower mild_heort_nysse þe ge
H 205r09, C 13r25, B 31r24
　H　worhten 3 is beforan godes gesihðe . & 
ingcer 
　C　worhton be_foran go-/des ge_sihðe . & 
eower
　B　wrohton . & eower /
H 205r10, C 13r26, B 31r25
　H　nama wæs gesædd beforan godes gesihðe . 
　C　nama wæs ge_ræded be-/foran drihtenes 
ge_sihðe
　B　nomæ wæs i_ræded be_foræn drihtnes 
isihðe .
H 205r11, C 13r27, B 31r25
　H　on%his þrym_setle . & he drihten ingc 
syleð 
　C　on his þrym_setle / & he eow sylleð
　B　on his ðreom_se't'tle & he eow syllæð /
H 205r12, C 13r28, B 31r26
　H　swa myccle grownysse on%ingcran 
beorðre 3 
　C　swa mycele grownysse on eow-/ran beorþre
　B　swa mycele grownisse on eowre beorðran
H 205r13, C 13r29, B 31r26
　H　swa he næfre nænigan halgan ær 
 ne%sealde 3 
　C　swa he næfre nænigu7m haligran / ær ne 
 sealde .
　B　swa he næfre nænne halge ær ne sealde /
H 205r14, C 13r30, B 31r27
　H　ne%nu eft ne%syllað . He%þa ioachim 
 of%þam 
　C　ne nu næfre eft ne sylleþ . / He þa ioahim 
 of þa7m
　B　ne nu næfre æft ne syllæð . He þa 
 ioachi7m of þam
H 205r15, C 13r31, B 31r28
　H　slæpe ar%as . & his swefen sæde his 
 hyrdu7m . 
　C　slæpe aras . & his sfefan / sæde his 
 heordum. 
　B　slepe aras . & his swefen sæde / his 
 heordu7m . 
H 205r16, C 13r32, B 31r28
　H　Hi%ða ealle hine bædon & halsedon . @ 
he%ge/hyrsumode 
　C　Hi þa ealle hine bæ-/don . & ha_lsodon Þ 
he ge_hyr_sumode
　B　Heo þa alle hine bedæn & halsedon @ he 
i_hyrsumode
H 205r17, C 13r33, B 31r29
　H　þæs engles wordum . & ricene 
　C　þæs en/geles wordu7m & rycene
　B　þas englæs / wordum . & ræcene
H 205r18, C 13r34, B 31r29
　H　ham gecyrde . Ða wæs he ær gegan for 
his 
　C　ham ge_cyrde . Ða wæs / he ær gegan for 
his
　B　ham cyrde . þa wæs he ær i_gan for%his
H 205r19, C 13v01, B 31r30
　H　unrotnysse on%þam westene to ðam feor : 
　C　unrotnysse on þam // westene to þa7m 
 feor
　B　un_rotnysse on þam / westene swa feor .
H 205r20, C 13v02, B 31r30
　H　@ he for . XXX . daga fæc 3 ne%mihte 
ham 
　C　Þ he for XXX . daga fæc ne / mihte ham
　B　@ he for ðri't'tige dagene fæcc ne mihte 
ham
H 205r21, C 13v03, B 31r31
　H　to%his gemæccan gehweorfan . Heo%þa 
anna 
　C　to his 'ge'mæccan ge_hwyrfan . Heo þa / 
 anna
　B　to his mæcce / ge_hweorfan . Heo þa 
 anna
H 205r22, C 13v04, B 31r31
　H　wæs æt hyre gebede . þa æt_ywde hyre 
 driht/nes 
　C　wæs æt hyre ge_bæde . Ða æt_eowde 
 hyre / drihtnes
　B　wæs æt hire bede . þa æteowde hire 
 drihtnes
H 205r23, C 13v04, B 31r32
　H　encgel . & hyre gecigde þone hamsið // 
　C　engel . & hyre ge_kydde þone ha7m_sið /
　B　engel / & hire cydde ðone ham_sið .
H 205v01, C 13v05, B 31r32
　H　hyre gemæccan . & heo ða mid%hyre 
 hyrede 
　C　hire ge_mæccan . & heo þa mid hire 
 hærenne /
　B　hire i_macen . & he'o' þa mid hire hinene
H 205v02, C 13v06, B 31r33
　H　him ongean ferde 3 mid mycclum gefean . 
　C　him ongean eode mid mycclum ge_fean .
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　B　him on/gean eode mid mycle ge_fean .
H 205v03, C 13v07, B 31r33
　H　swylce eac hyre mægðe . & eall israhela 
 bearn 
　C　swyl-/ce eac hire magas . & call israhela 
 bearn
　B　swilce eac hire magas . & all israelæ 
 bearn 3
H 205v04, C 13v08, B 31v01
　H　mycelne gefean hæfdon 3 be%his ham_
 cyme . 
　C　mycelne / gefean hæfdon . be% his 
 hamcyme .
　B　my//cele blisse hæfdon bi%his ham_
 cyme .
H 205v05, C 13v09, B 31v01
　H　& be%ðam hlisan hire ge_eac_nunge . 
 Hwæt%þa 
　C　& be þam hlysan hy-/re ge_eacnunge . 
　B　& be þam lisan hire ge_eacnunge . 
H 205v06, C , B 
　H　æfter þan wæron gefylde nigan monað hire 
　C
　B
H 205v07, C 13v09, B 31v02
　H　ge_eacnunge . þa cende anna hyre dohtor 
　C　Ða acende anna hyre dohtor
　B　Ða cænde an-/na hire dohtor
H 205v08, C 13v10, B 31v02
　H　on%þissum dæge . & hyre naman gecigde 
　C　& / hyre naman ge_cigde
　B　& hire nome nemnode
H 205v09, C 13v11, B 31v02
　H　MARIA . & heo%hi% ða fedde þreo 
 winter . æt 
　C　MARIA . & heo hi þa fedde . III . / 
 winter æt
　B　maria . & heo hire þa fedde þreo%wintræ 
æt
H 205v10, C 13v12, B 31v03
　H　hire breostum . Ioachim%þa & anna 
 læddon 
　C　hyre breostu7m. Ioachim þa & Anna 
 læd-/don 
　B　hi-/re breoste . Ioachi7m & anna þa 
 læddon
H 205v11, C 13v12, B 31v03
　H　þæt cild mid%heom to%þære halgan 
 ceastre . 
　C　Þ cild mid heom to þære halgan ceastre
　B　@ child mid heom (  )to þare halgan 
 ceastre .
H 205v12, C 13v13, B 31v04
　H　& ða lac brohton mid heom to ðære 
 driht_nes 
　C　& þa / lac bro_hton mid him an to þa7m 
 drihtnes
　B　& / @ lac brohten mid heom into þam 
 drihtines
H 205v13, C 13v14, B 31v05
　H　temple 3 þe%iudea gewuna wæs . & hi 
 ða sealdon 
　C　te7mple / þe iudea wuna wæs & hi þa 
 sealdon
　B　temple þe iudea iwune wæs . & heo þa 
 seal-/den
H 205v14, C 13v15, B 31v05
　H　@ cild on%gemanan þære fæmnena . þe 
 dæges 
　C　Þ cild on gema-/nan þære fæmnena þe 
 dæges
　B　@ child on gemæne þære femenæ þe 
 dæges
H 205v15, C 13v16, B 31v06
　H　& nihtes on godes lofe wunodon . 
 Heo%þa up 
　C　& nihtes on% godes / lofe wunoden. 
　B　& nihtes on%godes lofe wunoden . Heo / 
up
H 205v16, C 13v17, B 31v06
　H　eode . mid%þam oðrum fæmnum . 
 on%þa ﬁf/tyne 
　C　eo'de' mid þam oþru7m fæmnu7m . / on 
 þa . XV .
　B　eode mid þam oðre femnu7m on þa . xv .
H 205v17, C 13v17, B 31v06
　H　stæpas on%þam temple . swa heo 
 on%bæc 
　C　stæpas on þam temple swa heo ne on 
 bæc /
　B　stæpes on þa temple swa heo ne on beac
H 205v18, C 13v18, B 31v07
　H　ne%be_seah 3 ne æfter%hyre yldrum ne 
murnde . 
　C　ne be_seah . ne heo na% ne taltrade ne 
æft7e7r hyre yl-/ðru7m ne myrde
　B　ne / be_seah . ne heo na%ne tealtrade ne 
æfter hire ealdre ne rymde
H 205v19, C 13v20, B 31v08
　H　swa swa cildra gewuna is . Ac heo wæs 
 on%gange . 
　C　swa swa cilda ge_wuna wæs . Ac heo / 
 wæs on% gange .
　B　swa swa childes ge/wunæ wæs . ac heo 
 wæs on%geange
H 205v20, C 13v21, B 31v08
　H　& on%worde . & on%eallum gebærum 3 
 gelic wyn/suman 
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　C　& on worde & on eallum ge_bæru7m 
 ge_lic / wynsuman
　B　& on wordæ . & on allu7m i_bære ilic 
 wunsumen
H 205v21, C 13v21, B 31v09
　H　men . þe%hæfde . XXX . wintra . & heo 
　C　men þe hæfde XXX . wintra . & heo
　B　menn / þe hæfde þrittig wintræ . & heo
H 205v22, C 13v22, B 31v09
　H　geornlice . & eadmodlice þurh_wunode on 
　C　georn-/lice . & eadmodlice þurh_wunode on
　B　geornli( )ce & eadmodlice þurh_wunode on
H 205v23, C 13v23, B 31v10
　H　hyre gebede . oð%@ þa biscopas . & eall 
@ folc // 
　C　hire ge_bedum . / oðð_æt þa bisceopas & 
eall Þ folc
　B　hiræ be-/dum . oð%ðet þa biscopæs & all 
@ folc
H 206r01, C 13v24, B 31v10
　H　wundrodon on%hire gebære . Heo 
 Anna%þa 
　C　wundrade on hire / ge_bærum . Heo anna 
þa
　B　wundræde on%hire i_bærum . Heo Anna 
þa
H 206r02, C 13v24, B 31v11
　H　S7a7nc7ta Marian modor wæs gefylled 
mid%halige 
　C　'wæs' ge_fylled mid þa7m halgan /
　B　wæs / i_fylled mid þam halgan
H 206r03, C 13v25, B 31v11
　H　gaste . & witegode þa beforan þam folce 
. & ðus 
　C　gaste . & witegode þa be_foran þa7m 
folce & þus%
　B　gaste . & heo witegode þa bi_foren þam 
folce & þus
H 206r04, C 13v26, B 31v12
　H　cwæþ . Drihten ælmihtig god wæs 
 gemyndig 
　C　cw7æ7ð . / Drihten ælmihtig god wæs 
 ge_myndig
　B　cw7æ7ð . Driht7e7n / almihtig god wæs 
 i_mundig
H 206r05, C 13v27, B 31v12
　H　his worda þe%he sylfa cwæð . Ðæt he 
 wolde 
　C　his worda / þe he sylfa cw7æ7ð . þæt he 
 wolde
　B　his wordæ þe he sylf cwæð. @ he wolde
H 206r06, C 13v28, B 31v13
　H　his folc gesecan mid%haligre 
 geneosunge . 
　C　his folc ge_secan ha-/ligre neosunge . 
　B　his folce secan / haligre neosunge . 
H 206r07, C 13v29, B 31v13
　H　& ða þeode þe%wið us arisan . 
 he%wolde ge_ead/medigan 
　C　& þa þeode þe wið us arisen . he wolde / 
 ge_eadmodigan
　B　& þa ðeode þe mid us arisæn he wolde 
 eadmedigan
H 206r08, C 13v29, B 31v14
　H　þæt%hi gecyrdon to%heora 
　C　Þ hi ge_cirdan to heora
　B　@ heo / cyrdon to heoræ
H 206r09, C 13v30, B 31v14
　H　sylfra heortan . & heora ea_._ran 
　C　selfran heor/tum . & heora earan
　B　silfræ heortu7m & heoræ earan
H 206r10, C 13v31, B 31v15
　H　ontynon to%urum benum . & ða bysmer/
nyssa 
　C　ontyndon to uru7m benum & þa / 
 bismornyssa
　B　ontyndon to ure benu7m . & þa bismer-/
 nesse
H 206r11, C 13v31, B 31v15
　H　ura feondum 3 fram us acerron . 
　C　ura feonda fra7m us acyrran. 
　B　ure feo7ndu7m from us acyrdon
H 206r12, C 13v32, B 31v15
　H　On%ða mundbyrdum ecre blisse tuddor 
　C　On þa7m / un_beorþrum ecere blisse 
 tuddor
　B　on%þam unbeoðrum (  )æcere blisse ðe
H 206r13, C 13v33, B 31v16
　H　forgeafon on%israhelum . Swa me min 
　C　for_ge_fean on - / israhelum . Swa me min
　B　þar i/gefæn is on israele . Swa me min
H 206r14, C 13v34, B 31v16
　H　drihten forgeaf þæt ic mot gode gecweme 
　C　drihten for_geaf Þ ic mot / gode ge_cweme
　B　drihten geaf @ ic mot gode i_cwæme
H 206r15, C 14r01, B 31v17
　H　lac%bringan Ær%me mine fynd ascufon 
　C　lac bringan . Ær me mine fynd // ascufon
　B　lac brin-/gan . ær me mine feond ascufon
H 206r16, C 14r01, B 31v17
　H　fram%þære halgan onsegednysse . for 
　C　fra7m þære halgan onsægednysse for /
　B　from þare halgan on_sæged_nyssæ for
H 206r17, C 14r02, B 31v18
　H　minre unwæstmberendnysse . Drihten 
　C　minre un_berednysse . Drihten
　B　mine unbe/rendnysse . Drihten
H 206r18, C 14r03, B 31v18
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　H　min%acerde hi fram%me . & me forgeaf / 
　C　min acyrde / hi fram me & me for_geaf
　B　min acerde heom from me . & me geaf
H 206r19, C 14r04, B 31v19
　H　ec_ne gefean . Ða heo þas word gecweden 
　C　ecne ge_fean . Ða / heo þas word ge_
 cwe_den
　B　ecce blisse . Ða heo þas / word i_cwædon
H 206r20, C 14r05, B 31v19
　H　hæfde . þa cyrdon hi ham mid%þam . & @ 
　C　hæ_fde þa cyrdon hi / ham mid þam & þæt
　B　hæfde þa cyrdon heo ham mid þam . & @
H 206r21, C 14r06, B 31v19
　H　cild forleton æt ðam halgan temple 3 
　C　cild for_leton æt þam / temple
　B　child forlæten æt þa7m temple /
H 206r22, C 14r07, B 31v20
　H　mid oðrum fæmnum . Heo%ða weox & 
wearð 
　C　mid oþru7m þam fæmnu7m . & heo þa 
weox / & wearð
　B　mid þam oðre femnen . & heo þa weox . 
& wearð
H 206r23, C 14r08, B 31v20
　H　fulfremed on%godra mægna 
 heanyssu7m // 
　C　fulfremed on% godra mægna heanys/sum .
　B　ful_fremed on godræ mægene heanyssæ /
H 206v01, C 14r08, B 31v21
　H　& heo%ða sona godum tow_cræftum 
 onfeng . 
　C　& heo þa sona godum tow_cræftu7m 
 onfeng /
　B　& heo þa sonæ godu7m tow_cræftu7m 
 onfeng
H 206v02, C 14r09, B 31v21
　H　swyðor þonne ænig þara þe%heora bearn 
　C　& swiðor þone ænig þæra þe heora bearn
　B　& swiðor þone ænig þare þe heore bearn
H 206v03, C 14r10, B 31v22
　H　wæron wifa & fæmnena . & heo gesette 
hyre 
　C　wæ-/ron wifa & fæmnæna . & heo ge_
sette hyre
　B　wæren / wifæ & femnena . And heo sette 
hire
H 206v04, C 14r11, B 31v22
　H　sylfre haligne regol . swa þæt heo wolde 
　C　syl/fre haligne regul . Swa Þ heo wolde
　B　sylf haligne regol swa @ heo wolde
H 206v05, C 14r12, B 31v23
　H　beon fram þære ærestan tide þæs dæges 
　C　beon / fram þære ærestan tide þæs dæges
　B　beon fram / þare æreste tyde þæs dæges
H 206v06, C 14r13, B 31v23
　H　on%hyre halgum gebedum wuniende . 
oð @ ða 
　C　on hire / halgu7m ge_bedum wuniende 
oððæt þa
　B　on hire halig beden wuniende . oð%ðet 
þa
H 206v07, C 14r14, B 31v23
　H　þriddan tid . and fram þære þriddan tide . 
　C　þriddan / tid . & fra7m þære þriddan tide 
　B　ðridde tyde . / 
H 206v08, C 14r15, B 31v24
　H　oð%ða nigoþan tid ymbe hyre webb/
geweorc(  ) . 
　C　oð% ða nigo_ðan / ymbe hire web_ge_
worc . 
　B　on þa nigoðæn tide emben hire web_
weorc . 
H 206v09, C 14r16, B 31v24
　H　& eft fram þære nigoðan tide . 
　C　& eft fra7m þære / nygoþan tide
　B　& æft fram þare nigoðan tyde
H 206v10, C 14r17, B 31v25
　H　heo þurh_wunode standende on%hyre 
　C　heo þurh_wunode standende / on hire
　B　heo / þurh_wunode standende on hire
H 206v11, C 14r18, B 31v25
　H　gebedum . oð%@ godes encgel hyre æt_
ywde . 
　C　ge_bedum . oð%ð_æt godes engel hire 
æt/eowde
　B　i_bedu7m oð%ðet godes engel hire 
 æteowde
H 206v12, C 14r18, B 31v26
　H　& hyre brohte heofonlice swet_nysse . 
　C　& hire ge_brohte heofenlice swetnysse /
　B　& hire / brohte heofenlices swetnysse .
H 206v13, C 14r19, B 31v26
　H　& heo onbirigde þære 3 of his handa . & 
heo 
　C　& heo þære byrigene of his handa . & 
heo
　B　& heo þaræ burigde of his handa . & heo
H 206v14, C 14r20, B 31v27
　H　syðþan wæs betere & swyðre on%godes 
　C　syððan / wæs betere & swiþre on go_des
　B　syððan wæs / betere & swiðre on godes
H 206v15, C 14r21, B 31v27
　H　lufan . & on%gastlicra mægna 
 heannyssu7m . 
　C　lufon & on gast-/licre mægena heahnysse .
　B　lufæn & on gastlicræ mægenæ heanyssæ .
H 206v16, C 14r22, B 31v28
　H　& heo yldran fæmnan lærde to%godes 
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　C　& heo yldran fæm/nan lærde to godes
　B　& heo yldræn / femnæn lærde to godes
H 206v17, C 14r23, B 31v28
　H　willan . & heo wæs getyddre & snotere 
　C　willan & heo wæs ge_tydre / & snotere
　B　willæn . & heo wæs tyddre & snotere
H 206v18, C 14r23, B 31v29
　H　on%þære godes . æ . þonne ænig þæra 
　C　on þære godes se . þon7ne ænig þæra
　B　on þare godes lage þo-/ne ænig þære
H 206v19, C 14r24, B 31v29
　H　þe%hyre beforan wæs . Heo wæs 
 eadmodre 
　C　þe / hire be_fo_ran wæs . Heo wæs ead_
 modre 
　B　þe hire bi_foren wæs . Heo wæs 
 eadmodre .
H 206v20, C 14r25, B 31v30
　H　& on godes lufan glæddre . & on%hyre 
　C　& / on go_des lufon glædre . & on
　B　& on godes lufe glædre . / & on
H 206v21, C 14r26, B 31v30
　H　geþohtum clænre . & on%ðam 
 davidtidiscu7m 
　C　ge_þohtu7m clænre . / & on þam 
 davitidiscum
　B　þohte clænre . & on þam dauidisce
H 206v22, C 14r26, B 31v30
　H　sangum wrætlicre & wisra 3 þonne heora 
　C　sangum wærlicre þon7n7e /
　B　sange wræstlicre þone
H 206v23, C 14r27, B 31v31
　H　ænig ær wære . Heo wæs þolemod . & 
gestæðþig // 
　C　ænig wære . & heo wæs þolomod . & 
ge_stæðþig . / 
　B　ænig wære . & heo / wæs ðolemod & 
steaðig
H 207r01, C 14r29, B 31v31
　H　on hire gebæran . & ne%geseah hi 
 nan%man 
　C　on hyre ge_bærum . & ne ge_seah hi 
 nænig / man
　B　on hire i_bærum . & nan mon ne seah 
 hire wrað 
H 207r02, C 14r29, B 31v32
　H　yrre . ne tælan . ne%wyrigean . ne 
 nan%man 
　C　yrre . ne% tælan . Ne wyrgian . Ne nænig /
　B　' . yrre' . ne%tælan . 'chidon . ' / ne 
 warigen . ne nan 
H 207r03, C 14r30, B 31v32
　H　ne%gehyrde yfel word of%hyre muðe 
gan . 
　C　ge_hyrde yfel word of hyre muðe gan . / 
　B　word yfeles of hire m[ ]uðe ne com . 
H 207r04, C 14r31, B 31v33
　H　Ac%hyre word wæron godes gyfe full . 
& heo 
　C　Ac hyre word wæron godes gyfe fulle . 
& heo /
　B　Ac hire word wero7n godes-/gife fulle . 
& he
H 207r05, C 14r33, B 31v33
　H　wæs on%hyre heortan smeagende þone 
wisdo7m 
　C　wæs on hyre heortan smægende þone 
wis-/dom
　B　wæs on hire heortæn smeagende þone 
wis_dom 3
H 207r06, C 14v01, B 31v01
　H　godes boca . & ða fæmnan 
 þe%mid%hyre wæron 
　C　godes boca . & þa fæmnan þe mid hyre // 
wæron
　B　on godes bocæ . & ða // femnen þe mid 
hire weron
H 207r07, C 14v01, B 32r01
　H　heo getrymde . þæt%hi on%heora 
 gebedum 
　C　heo try_mode Þ hi on heora ge_bedum /
　B　heo tymede . @ heo on heoræ bedum
H 207r08, C 14v02, B 32r02
　H　þurh_wunedon . & on%godes lofa . & 
 þæt heora 
　C　þurh_wunodon . & on% godes lofe . & 
 nænig heora
　B　þurh_wynedon . & on godes lofe . / & 
 nan heoræ
H 207r09, C 14v03, B 32r02
　H　nan stefne up ne ahofe on%idlum leahtre . 
　C　stef-/ne up ahofe on idelum leahtre .
　B　stefne on ydele læhtre up ahufe .
H 207r10, C 14v04, B 32r03
　H　ne%hy on%heora tungan teonan 
 ne%cwæden . 
　C　Ne hi on / heora tungan teonan ne cw_
 ædon 
　B　ne heo on heoræ tungæn teonan ne 
 cwædon . / 
H 207r11, C 14v05, B 32r03
　H　ne nan yfel word of heora muþe 3 ut ne 
　C　ne nænig / yfel word of heora muðe ut ne
　B　ne nan yfel word of heoræ muðe ut ne
H 207r12, C 14v06, B 32r03
　H　eode . And of%heom aras ærest 
 se%gewuna . 
　C　eode . And of / hire aras ærest . Se% ge_
古英語期における Nativity of Mary の受容について
22
 wuna .
　B　eode . & of hire aras ærest þe wunæ .
H 207r13, C 14v07, B 32r04
　H　þæt se%man se%ðe oþerne mid lufan ge/
grete 3 
　C　Þ se man se þe / oþerne grette mid lufan 
wordu7m .
　B　@ ðe mon ðe / oðerne grete mid leofe 
worden 3
H 207r14, C 14v08, B 32r04
　H　þæt he%him godcunde bletsunge 
　C　Þ he him%god/cunde bletsunge
　B　@ he him godcunde bletsunge
H 207r15, C 14v09, B 32r05
　H　ongean sende . And dæghwamlice heo 
　C　ongean sette . and dæg_hwam-/lice heo
　B　on_gean sette . & dæghwamlice / heo
H 207r16, C 14v10, B 32r05
　H　onfeng mete of ðæs engles hande . & 
mid%þa7m 
　C　on_feng mete of þæs engles handa . & / 
mid þig
　B　under_feng mete of þas englæs handa & 
mid þan heo
H 207r17, C 14v11, B 32r06
　H　gereordod wæs . & ðone mete þe%heo 
æt%þa7m 
　C　ge_reordod wæs . & þæne mete þe heo / 
æ þam
　B　ireordod wæs . & þone mete þe heo æt / 
þam
H 207r18, C 14v12, B 32r06
　H　bisceope onfeng æt%ðam temple 3 heo 
ge/dælde 
　C　bioscope on_feng . On þa7m temple heo 
þone / ge_dælde
　B　biscope under_feng on%þam temple 3 
þone heo dælde
H 207r19, C 14v12, B 32r06
　H　þearfendum mannum . & swa hwilc 
　C　þear_fendu7m mannum . & swa hwylc
　B　ðearfendu7m monn7u7m . And swa 
 hwilc /
H 207r20, C 14v13, B 32r07
　H　man swa hi untrum gesohte eft%he eode 
　C　man / swa hi untru7m ge_sohte . eft he eode
　B　mon swa hire untrum isohte æft he eode
H 207r21, C 14v14, B 32r07
　H　hal fram%hire . Ða gelamp%hit @ 
 abiathar 
　C　hal fram / hyre þa ge_la7mp hit Þ 
 abiathar
　B　hal from hire . þa ilamp hit @ abiathar
H 207r22, C 14v15, B 32r08
　H　se sacerd brohte myccle gyfe þa7m 
 bisceope . 
　C　se sacerd brohte / mycele gyfe þam 
 biscope .
　B　þe sa-/cerd brohte mycelne gyfe þam 
 biscope .
H 207r23, C 14v16, B 32r08
　H　& bæd hine þæt he%ge_sealde marian 
his sunu // 
　C　& bæd hine [@hine] / Þ he sealde 
 MARIAN . his sunu
　B　& bæd hine þet he sealde maria his sune
H 207v01, C 14v17, B 32r09
　H　to gemæccan . Ða styrde maria him & 
cwæð 
　C　to ge_meccan. / Ða styrde MARIA him 
& cw7æ7ð
　B　to imæc-/cæn . Ða steorde mariæ him & 
cwæð
H 207v02, C 14v18, B 32r09
　H　anrædlice . ne%gewurð þæt næfre swa 
@ ic wer 
　C　an_ræd_lice . Ne / ge_wurþeþ Þ næfre 
swa . Þ ic wer
　B　andredlice . ne wurðæþ @ næfre swa 3 
@ ic wer
H 207v03, C 14v19, B 32r10
　H　grete oððe wer me . Ða & wyrdan þa 
biscopas 
　C　grete oððe / wer me . Ða 7_swaradon 
hyre þa biscopas .
　B　grete oð-/ðe wer me . Ða answerden hire 
þa biscopæs
H 207v04, C 14v20, B 32r11
　H　hyre . & hyre mægðe on%þam te7mple . 
& cwædan . 
　C　& hire / magas ealle þe on þa7m temple 
wæron . & cwæ-/don .
　B　& hire magas alle þe on þam temple 
wero7n / & cwædon .
H 207v05, C 14v22, B 32r11
　H　God wæs on%bearnum begangan . & her 
ætforan . 
　C　God wæs on bearnu7m begangan & in% 
ea_fo-/ren
　B　God wæs on bearnu7m be_gangen & 
in%ea_foren
H 207v06, C 14v22, B 32r12
　H　weorþað . swa @ an gewunelic wæs 
on%godes 
　C　weorðeð swa Þ ge_wunelic wæs on% 
godes
　B　weorðaþ swa ðet iwunelic wæs on / 
godes
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H 207v07, C 14v23, B 32r12
　H　folce israhelum . Ða & wyrde maria . & 
hi7m 
　C　folce / israhelum . ða &swarode Maria . 
& heom
　B　folce israele . þa answyrde maria & heom
H 207v08, C 14v24, B 32r12
　H　cwæð%to . Næs nan%riht_wis man 
ne%nan%halig 
　C　to cw7æ7ð . / Næs nan riht_wis man . ne 
halig
　B　cwæð to . Næs nan riht_wis mon ne halig /
H 207v09, C 14v25, B 32r13
　H　ær abel . & hine arleaslice his broðor 
　C　ær abel . & hine / ar_leaslice un_wis
　B　ær abel . & hine arleaslice unwis
H 207v10, C 14v26, B 32r13
　H　ofsloh . He%brohte twy_fealde gyfe 
 drihtne 
　C　of_sloh . he brohte twi_fealde / gyfe 
 drihtene
　B　of_sloh . He brohte twyfealde gyfe 
 drihtene
H 207v11, C 14v27, B 32r14
　H　hluttre onsegednysse . & his lichaman 
　C　hluttre on_sægdnysse . & his lycha-/man
　B　luttre / onsægednysse & his lichames
H 207v12, C 14v27, B 32r14
　H　clænnysse . Swylce eac helias wæs 
 on%þis/sere
　C　clænnysse . Eac swilce helias wæs of 
 þissere /
　B　clænnysse . Eac swylce helias wæs of 
 þissere
H 207v13, C 14v28, B 32r15
　H　worulde . ac he wearð alæded mid 
　C　worulde alæded on
　B　weoruldæ i/læd on
H 207v14, C 14v28, B 32r15
　H　lichaman & mid sawle to%heofonu7m . 
forðan 
　C　lichaman . for_þa7m
　B　lichame forþan
H 207v15, C 14v29, B 32r15
　H　þe he%his clænnysse geheold . Ða wæs 
heo 
　C　þe he his / clænnisse ge_heold . Wæs heo
　B　ðe he his clænnysse heold . Wæs heo
H 207v16, C 14v30, B 32r16
　H　swylce heo wære. xiiii . wintra . Ða ge_
de7mdon 
　C　swilce heo wære . / feowertyne wintra . 
Ða ge_demdon
　B　swylc heo wære feower-/tene wintræ . þa 
demden
H 207v17, C 14v31, B 32r16
　H　þa phariseas . þæt heo syððan wunian 
　C　phariseas . / Þ heo siððan wunian
　B　pharisei @ heo syððan wuniæn
H 207v18, C 14v32, B 32r16
　H　sceolde on%þam godes temple . hy ða 
ge/þeahtodon
　C　sceolde on þam godes te7m-/ple . Hi þa 
ge_þeahtodon
　B　sceolde on þam godes temple . / 
H 207v19, C 14v33, B 
　H　þæt hi israhela folc gelaðodon 
　C　Þ hi israhela folc ge/laþodon
　B
H 207v20, C 14v33, B 32r17
　H　to ðam godes temple . þy%þriddan dæge . 
　C　to þam godes temple . þy þriddan dæge . // 
　B　Ðæt þridde dæg 
H 207v21, C 15r01, B 32r17
　H　Ða þa hy þider 3 gesamnod wæron . þa 
　C　þa hi þa þy_der ge_samnod wæron . þa
　B　þa heo þa ðider i_samnod wæron . þa
H 207v22, C 15r02, B 32r18
　H　astah se%heahbiscop isachar up on%þone 
　C　astah se / heah_bisceop isachar up on þone
　B　astah þe heah_biscop isacar / up on þone
H 207v23, C 15r03, B 32r18
　H　ytemestan stæpe . clypode þa hluddre // 
　C　ytemestan / stæpe . & clipode þa hludre
　B　ytemeste stæpe & clypode þa luddre
H 208r01, C 15r04, B 32r18
　H　stefne . & ðus cwæð . Gehyrað nu israhela 
　C　stefne & þus cwæð . ge/hyrað nu israhela
　B　stefne & þus cw7æ7ð . I_hyræð nu israele /
H 208r02, C 15r05, B 32r19
　H　bearn mine word . hwæt ge witon @ 
 salomon 
　C　bearn . min word . hwæt ge/witon Þ 
 salomon
　B　bearn min word . Ge witon @ salomon
H 208r03, C 15r06, B 32r19
　H　þis tempel getimbrode . & her wæron 
 syðþan 
　C　þis tempel ge_timbrade . & / her wæron 
 syþþan
　B　þis temple timbrode & her wæron syððan
H 208r04, C 15r07, B 32r20
　H　inne cyninga bearn . & witegena . & 
 heah/sacerda . 
　C　inne kyninga bearn . & / wi_tegena . and 
 heah_sacerda .
　B　inne / kyningæ bearn . & witegenæ . & 
 heah_sacerdæ
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H 208r05, C 15r08, B 32r20
　H　oð%@ hi%be_comon to ælicre yldo . 
　C　oð%ð_æt hi be_comon / to ælcere yldo . 
　B　oð%ðet heo bi_comen to ælicre yldon . 
H 208r06, C 15r09, B 32r21
　H　& hi gelimplice heora yldran wæron 
 gehyr/sume 
　C　& hi ge_limplice heora yldran / wæron 
 æw_fæston .
　B　& heo / i_limplice heora yldran wæron 
 eawfestæ .
H 208r07, C 15r09, B 32r21
　H　to ælicum gyftum . & heora bearn . 
　C　& heora bearn
　B　& heoræ bearn
H 208r08, C 15r10, B 32r22
　H　eft gode lac brohton swyðe gecweme 
 to%þa7m 
　C　eft gode ge/cweme lac brohton to þa7m
　B　æft gode i_cweme lac broht7on 3 / to þam
H 208r09, C 15r11, B 32r22
　H　godes temple . & on%heora yldrena 
 ende/byrdnysse 
　C　godes temple . & heo/ra yldrena ende_
 byrdnysse
　B　godes temple . & heora yldrene ende_
 byrdnysse
H 208r10, C 15r12, B 32r22
　H　gode gecwemdon . Nu%is þonn7e 
　C　gode ge_cwemdon . / Nu is þon7e
　B　gode i_cwæmdon . Nu is ðonne /
H 208r11, C 15r13, B 32r23
　H　gemeted þæt maria hæfð niwe endebyrd_
nysse 
　C　ge_meted þæt MARIA hæfð niwe ende/
byrdnysse
　B　i_metod @ maria hæfð niwe 
 endebyrdnysse
H 208r12, C 15r13, B 32r23
　H　ongunnon . gode 3 mid to gecwemanne . 
　C　ongunnen gode mid to cwemenne . / 
　B　on_gunnen gode mid to cwemene /
H 208r13, C 15r14, B 32r24
　H　cweð þæt heo wile hire mægð_had 
 bringan . 
　C　Cwæþ . Þ heo wile gode hyre mægð_had 
 bringan. / 
　B　sægð @ heo wyle gode hire mægð_had 
 bringan . 
H 208r14, C 15r15, B 32r25
　H　Nu þonne uton secan þa andsware 
 to%gode 
　C　Vte secan þa . 7sware to gode sylfu7m .
　B　Uton secan þa andsware æt%gode / 
sylfum
H 208r15, C 15r16, B 32r25
　H　ure axunge . @ god us gecyðe hwilcu7m 
wære 
　C　ure axunge . / Þ 'God' us%ge_kyþe 
 hwylcu7m were
　B　ure axunge . @ god us cyþe hwylce wære
H 208r16, C 15r17, B 32r26
　H　we%hi%be_fæstan sculon to%healdenne . 
Ða ge/licode
　C　we hi befeston sceo/lan to he_aldenne . 
Ða lic_ode
　B　we hire bi_fæsten sceolen to haldene . / 
þa licode
H 208r17, C 15r18, B 32r26
　H　þæt word þære gesamnunge . & hy ða 
　C　Þ word ealre / þære ge_samnunge & þa
　B　þet word alle þare samunge . And þa
H 208r18, C 15r19, B 32r27
　H　asenden hlota ofer þa . xii . cyn israhela . 
　C　sendon hlot ofer / þa XII . cynn israhela 
bearnu7m. 
　B　senden lot ofer þa tweolf cynn israele / 
bearnu7m .
H 208r19, C 15r20, B 32r27
　H　Ða gefeoll þæt hlot ofer iudan cyn 
 iacobes / sunu . 
　C　Ða ge_feoll / þæt hlot ofer iud_ean cy_nn . 
iacobes sunu. 
　B　þa feol @ lot ofer iudan cynn iacobes 
 sune . 
H 208r20, C 15r21, B 32r27
　H　Ða be_bead se sacerd @ @ iudan cynn 
　C　Ða be_bead se sacerd Þ Þ iudan cynn
　B　Þa bead þe sacerd @ iudan cynn /
H 208r21, C 15r22, B 32r28
　H　come eall þæs on%mergen : to ðam 
 halgan 
　C　come / þæs mærgennes to þam halgan
　B　come þæs on mærgen to þam godes
H 208r22, C 15r23, B 32r28
　H　temple. ælc þæra þe%wif næfde . & 
 hæfde 
　C　temple . / Ælc þæra þe wif næfde . & 
 hæfde heora /
　B　temple . ælc þære ðe wif hæfde 3 & 
 næfde . heoræ /
H 208r23, C 15r25, B 32r29
　H　him gyrda on%handa . Ða wæs þonon 
geworden // 
　C　ælc gyrda on handa . Ða wæs þanon 
gewor-/den
　B　ælc gyrdæ on hondæ . þa wæs ðonen 
iworden
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H 208v01, C 15r26, B 32r30
　H　@ ioseph wæs gehaten sum gewintrod 
man . 
　C　Þ ioseph wæs ge_haten sum ge_wintrod / 
man .
　B　@ ioseph wæs i_haten sum i_wintred / 
mon
H 208v02, C 15r27, B 32r30
　H　eode þyder mid iungum mannu7m . & 
his gyrde 
　C　& eode þyder mid geongu7m mannum . / 
& his gyrd .
　B　& eode þider mid gungu7m monnu7m . 
& his gerde
H 208v03, C 15r28, B 32r31
　H　bær . þa genam se sacerd ealle þa gyrde . 
　C　þider bær . Ða% ge_nam se sacerd / ealle 
þa gyrdan
　B　þider bær . þa nam þe sacerd alle / 
 gerdæn .
H 208v04, C 15r29, B 32r31
　H　& bær into%þam s7a7nc7ta 
 s7a7nc7to7rum . & bebead þæt hi 
　C　& bær þa into s7a7nc7ta 
 s7a7nc7tor7u7m & / be_bead Þ hi
　B　& bær ða into s7a7nc7ta 
 s7a7nc7tor7u7m & bead @ heo
H 208v05, C 15r30, B 32r31
　H　comon þæs on mergen . & name ælc his 
 gyrde. 
　C　comon on mergen & name ælc / his 
 gyrde .
　B　comen on mærgen & nome ælc his gyrd . /
H 208v06, C 15r31, B 32r32
　H　& ðonne sceolde culfre ﬂeogan of þære 
　C　& þonn7e sceolde culfre ﬂeogan of / þære
　B　& þonne sceolde an culfre ﬂeon of ðare
H 208v07, C 15r32, B 32r32
　H　gyrde foreweardre up oð þone heofon . 
　C　gyrde forewyrd'r'e up inn on þone / heofon
　B　gyrde foreweardre up into heofen7u7m . 
H 208v08, C 15r33, B 32r33
　H　þonne sceolde se wer beon hyrde 3 þære 
　C　þon7n7e sceolde se wer beon hyrde þæ-/re
　B　þenne scold / þe wer beon hyrde þare
H 208v09, C 15v01, B 32r33
　H　fæmnan . Ða wæs geworden on%mergen 
þæs 
　C　fæmnan . Ða wæs ge_worden on mergen 
// þæs
　B　femnæn . Ða wæs i_worden on mærgen 
þæs
H 208v10, C 15v02, B 32v01
　H　æfteran dæges. þæt hi comon ealle 
 on%þa tid 
　C　æftran dæges . Ða comon hi ealle on þa / 
 tid
　B　æftren dæges þa co-/men // heo alle 
 on%þa tid
H 208v11, C 15v02, B 32v01
　H　þære onsægednysse . & he ða inn eode 
　C　þære on_sægdnysse . & þa in iude
　B　þare onsægednysse . & þa in eode
H 208v12, C 15v03, B 32v01
　H　se biscop into%þam s7a7nc7ta 
 s7a7nc7torum. wæs þæt 
　C　se bisceop / abiathar inn to s7a7nc7ta 
 s7a7nc7tor7u7m . wæs Þ
　B　þe biscop abiathar into s7a7nc7ta 
 s7a7nc7tor7u7m wæs þæt /
H 208v13, C 15v04, B 32v02
　H　þæra haligra halignys ealra . & he ða 
　C　haligra halig/nys ealra . & þa
　B　þare haligræ halignis ealræ . And he þa
H 208v14, C 15v05, B 32v02
　H　genam þa gyrde . & sealde heora 
 æghwilcu7m 
　C　na7m þa gyrdan & sealde anra / ge_
 hwylcu7m
　B　nom þa gyrdan . & sealde anre ge_
 hwylcu7m
H 208v15, C 15v06, B 32v03
　H　his gyrd on%sundran . þa wæs þæra manna 
　C　him onsundran . wæs þæra man-/na
　B　heom on / syndron . wæs ðare monn7u7m
H 208v16, C 15v06, B 32v03
　H　þreo þusenda . ac ða of%nan þara gyrda 3 
　C　þreo þusenda . & þa of nan þæra gyrda /
　B　ðreo%þusendæ . & þa of nan þare gyrde
H 208v17, C 15v07, B 32v04
　H　seo culfre ne eode . Ða ge_gyrede hine 
　C　seo culfre ut ne eode . Ða ge_gyrede hine /
　B　þeo culfre ut ne eode . þa ge/scrydde hine
H 208v18, C 15v08, B 32v04
　H　abiathar se biscop . mid%þare heah_sa/
cerda 
　C　abiathar se bisceop mid þi heah_sacerd
　B　abiathar þe biscop mid þam heah_
 sacerdæ
H 208v19, C 15v09, B 32v04
　H　ge_gyrlan . & eode into%ðam 
 s7a7nc7ta%s7a7nc7toru7m 
　C　ge-/gyrlan & inn eode on þa s7a7nc7ta 
 s7a7nctor7u7m
　B　gyrlan & in eode on þa s7a7nc7ta 
 s7a7nc7tor7u7m . /
H 208v20, C 15v10, B 32v05
　H　& onbærnde þa onseged_nysse & his bene 
古英語期における Nativity of Mary の受容について
26
　C　& on_bærn-/de þa on_sægd_nysse . & 
 his bene
　B　& onbærnde þa onsægednysse & his bene
H 208v21, C 15v11, B 32v05
　H　to%driht_ne sende . Ða æt_ywde him 
　C　to drihtene / sende . Ða æt_ywde him
　B　to drihtine sende . þa æteow him
H 208v22, C 15v12, B 32v06
　H　drihtnes encgel . & him cwæð%to . Seo 
　C　drihtenes engel . & / him to cw7æ7ð . Seo
　B　drihtines en-/gel & him to cwæð . Ðeo
H 208v23, C 15v13, B 32v06
　H　seleste gyrd is gyt unseald . seo þe þu // 
　C　seleste gyrd is gyt æfter seo / þu
　B　sæleste gerde is git æfter þe ðu
H 209r01, C 15v14, B 32v07
　H　for naht ne telest . nim%þa & syle 3 þonne 
　C　for nawiht ne tellest . nim þa . & syle . / 
 ðonne
　B　for noht ne tellest nym / þa . & syle þonne
H 209r02, C 15v14, B 32v07
　H　cymð þæt tacen of%hyre 3 þe þu þær 
 setest . 
　C　cymð Þ tacn of hire Þ þu þær secst. / 
　B　cymð @ tacn of hire @ ðu þer secgst . 
H 209r03, C 15v15, B 32v08
　H　wæs þæt iosepes gyrd . Ða næs he%na 
gesoht . (þo) 
　C　Wæs Þ iosepes gyrd . Ða næs heo na soht
　B　Wæs @ iosepes gyrd . þa næs / heo na isoht
H 209r04, C 15v16, B 32v08
　H　forðan þe he wæs eald 3 & ytemest stod . 
Ða 
　C　for/þam þe ioseph wæs eald . & utemest 
stod . þa /
　B　forþan ðe ioseph wæs eald . & on 
 utemeste stod . þa
H 209r05, C 15v17, B 32v09
　H　clypode se%biscop mid mycelre stefne 
　C　cleopede se bisceop mycelre stemne
　B　clypode þe biscop hine / mycle stefne
H 209r06, C 15v18, B 32v09
　H　hine . & cydde him @ . & he%ða sona 
 onfeng 
　C　hine . / & hine cigde & him
　B　& hine nemnode . & him
H 209r07, C 15v18, B 32v09
　H　þæra gyrda 3 of ðæs bisceopes handum . 
　C　his gyrde sealde . 
　B　his gyrdæ sealed . 
H 209r08, C 15v19, B 32v10
　H　Hwæt þær of sona ﬂeah culfre . swyðe 
　C　& þa sæm-/ninga ﬂeah þær culfre ut swiþe
　B　& þa on sæmningæ ﬂeah / þær culfre ut 
swiðe
H 209r09, C 15v20, B 32v10
　H　hwit . & geond fleah þa heannysse þæs 
te7mples . 
　C　hwyt / & geond ﬂeah þa hwæmmas þæs 
te7mples
　B　hwit . & ﬂeah geond þa hwæmmes þæs 
temples .
H 209r10, C 15v21, B 32v11
　H　& heo ða gewat into%heofonum . Ða 
 wæs þæt 
　C　& þa / ge_wat on þone heofen . Ða wæs Þ
　B　& þa ge_wat on ðone / heofe7n . þa wæs 
 ðet
H 209r11, C 15v22, B 32v11
　H　folc fægniende . & swyðe bliðe . & 
 cwædon 
　C　fol swiþe / ge_feonde & cwædon
　B　folc swiðe gefeonde & cwædon
H 209r12, C 15v23, B 32v12
　H　to%iosepe . Eadig eart ðu on%þinre ylde . 
　C　ioseph Eadig eart þu / on þinre yldre . 
　B　to iosepe . Eadig eart þu on þine yl-/de .
H 209r13, C 15v24, B 32v12
　H　nu%þe god swa gewurðode . @ ðu scealt 
beon 
　C　Nu þe god swa ge_wurþode . / Þ þu 
 scealt beon
　B　nu ðe god swa ge_wurðode @ ðu scealt 
beon
H 209r14, C 15v25, B 32v12
　H　hyrde þære clænan fæmnan . Eac swylce 
　C　hyrde þære clænan fæm-/nan . Eac swylce
　B　hyrde þare clænen fæmnen . Eac swylce /
H 209r15, C 15v26, B 32v13
　H　þa biscopas cwædon 3 onfoh hyre nu . 
forðan 
　C　þa bisceopas cwædon . On_foh / hire nu 
ioseph . for_þam
　B　þa biscopæs cwædon onfoh( ) hire nu 
ioseph forþan
H 209r16, C 15v27, B 32v14
　H　þe%þu eart ana gecoren on%þinum cynne . 
　C　þe þu eart ana / ge_coren on þinu7m kynne
　B　ðe þu eart anæ i_coren on þine / cynne
H 209r17, C 15v28, B 32v14
　H　hyre to%hyrde fram gode . He%ða ioseph 
　C　hyre to hyrde / fram gode . He þa ioseph
　B　hire to hyrde from gode . He þa ioseph
H 209r18, C 15v29, B 32v14
　H　cwæð mid%biﬁendre stefne . nis min 
　C　cwæð biﬁgendre / stemne . Nis min
　B　cwæð biﬁgendre stefne nis min
H 209r19, C 15v30, B 32v15
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　H　gemet swilcum cilde to onfonne . forðan 
　C　ge_met swilcu7m cilde to on/fonne for_
þon
　B　ge_met / swylcu7m cilde to onfonne . 
forþan
H 209r20, C 15v31, B 32v15
　H　þe ic hæbbe fela bearna . & ða synd ealle 
　C　ic hebbe feala bearna & þa / synd ealle
　B　ðe ic habbe fela bearnæ & þa beoð alle
H 209r21, C 15v32, B 32v16
　H　yldran þonne heo . Ða cwæð se biscop 
 to%hi7m . 
　C　yldran þon7n7e heo . Ða cw7æ7ð se 
 bisceop / to him
　B　yldræ þon7n7e heo . / Þa cwæð þe biscop 
to him .
H 209r22, C 15v32, B 32v16
　H　Gemune þu hu%hit gelamp be dathan . 
 hu he 
　C　ge_mun% ðu hu ge_lamp dathan he - /
　B　ge_mun%þu hu lamp daþan . he
H 209r23, C 16r01, B 32v17
　H　for_wearð . & manega eac þa%ðe godes 
 willan // 
　C　for_wearð & monige eac mid him . þa þe 
// godes willan
　B　for_wearð & monige eac mid / him . 
 þa%þe godes willæn
H 209v01, C 16r02, B 32v17
　H　forhogodon . Ða cwæð he ioseph . 
 ne%for_hycge 
　C　for_hogodon . Ða cw7æ7ð he ioseph . 
 Ne / for_hicge
　B　for_hogedon . þa cw7æ7ð he ioseph ne 
 for_hoge
H 209v02, C 16r03, B 32v17
　H　ic%na godes willan . ac ic hy gehealde . 
oð%@%ic 
　C　'ic' . na godes willan ac hi ge_halde 
 oð%ðæt . / ic
　B　ic na godes willæn
H 209v03, C 16r03, B 32v18
　H　ongyte godes willan on%hyre . & god 
 þonne 
　C　ongyte go_des willan on hire . & god 
 þon7e
　B　on / hire . & god þonne
H 209v04, C 16r04, B 32v18
　H　gecyþeð hwilc iungra manna on% 
 minum cynne 
　C　ge/kyðeþ hwylc iungra manna on% 
 minu7m cynne
　B　cyðaþ hwylc geongræ monnæ on mine 
 cynne
H 209v05, C 16r05, B 32v19
　H　hyre wurðe bið . Ac syle þam clænan 
 fæmnan 
　C　hy-/re wyrþe byð : Ac ic on_fo þære 
 clænan fæm-/nan
　B　hire wurðe bið . Ac / ic onfo þare clænen 
 femnæn .
H 209v06, C 16r07, B 32v19
　H　fultum . þæt heo wunigen mid%hig . 
 oð%@ ælice 
　C　Þ heo wunige mid me oð%ðæt heo 
 hæbbe / ælite
　B　@ heo wunie mid me oð%ðet heo hæbbe 
ælycre
H 209v07, C 16r08, B 32v20
　H　yldo . Ða cwæð se biscop . fæmnan 3 
 beoð hyre 
　C　ylde . Ða cw7æ7ð se bisceop fæmnan 
 beoð mid / hire
　B　ylde . / Ða cwæð þe biscop . fæmnen 
 beoð mid hyre
H 209v08, C 16r09, B 32v20
　H　on%fultume . oð%þæne dæg eowra 
 gemænunga . 
　C　on fultume oð þone dæg incra ge_mun-/ga .
　B　on fultume oð þæne dæg incre% 
 geamu7ngæ . / 
H 209v09, C 16r10, B 32v21
　H　& ne%mæg hig nan oðer onfon . Ða onfeng 
　C　& ne mæg hi nænig oþer wer on_fon . 
 Ða / on_feng
　B　& ne mæg hire nan oðer wer under_fon . 
 þa onfeng
H 209v10, C 16r11, B 32v22
　H　ioseph%hi mid oðrum fæmnum . þe%hyre 
　C　ioseph MARIAN . mid oþru7m V . 
 femnu7m þe / hire
　B　ioseph mariam mid oðre ﬁf fæm-/num . 
 þe hire
H 209v11, C 16r12, B 32v22
　H　wæron on%fultume geseald 3 
 to%iosepes hame . 
　C　wæron on fultume ge_seald to iosepes 
 ha-/me . 
　B　wæron on fultume iseald to iosepes hame . 
H 209v12, C 16r12, B 32v23
　H　Ða wæron þus gehatene . ærest becca . 
 Sephira 
　C　Ða wæron hatene þus . Ærest becca . 
 Sephira / 
　B　þa wæron i_hatene æræst þus . / $becca . 
 $saphira .
H 209v13, C 16r13, B 32v23
　H　Susanna . Abugea . & Sehel . & se biscop 
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sealde 
　C　Susanna . Ab (  ) ugea . an sehel & se 
bisceop sealde /
　B　$Susanna . $Abugea . & $Sehel . & þe 
biscop sealde
H 209v14, C 16r14, B 32v24
　H　heom eallum god_web to wefanne of 
 seolce . 
　C　hnn eallu7m god_web to wefanne of 
 seolce . / 
　B　heom alle godeweb / to wæfenne of 
 seolce .
H 209v15, C 16r15, B 32v24
　H　& of mislicum hiwum wahrift to%þam 
te7mple 
　C　& of mistlicu7m hiwum wahryft to þa7m 
temple . 
　B　& of mislice hiwu7m wahrift to þam 
temple . 
H 209v16, C 16r16, B 32v25
　H　Ða onfeng maria hwit godweb 
 to%wefanne . 
　C　Þa / on_feng MARIA hwites godes 
 webbes to wefan-/ne
　B　þa onfeng maria hwite / godewebbes to 
 wefanne .
H 209v17, C 16r16, B 32v25
　H　& ða oðre mislices hiwes . Ða spræcon hi 
　C　& þa oþre mistlices hiwes . þa spræcon hi
　B　& þa oðre mislices hiwæs . þa specan heo
H 209v18, C 16r18, B 32v26
　H　heom betwynan on%gleo . & ðus 
 cwædon . þu eart 
　C　heo7m / betweonan on% gleow . & þus 
 cwædan . þu eart
　B　heom betweonan on - / gleaw & ðus 
 cwædon . þu eart
H 209v19, C 16r19, B 32v26
　H　ure gingast . þe%miht wefan þæt hwite 
gode_web . 
　C　ure / gingast . þu miht wefan Þ hwite 
god_web
　B　ure gingast þu miht we_fan @ hwite 
godeweb .
H 209v20, C 16r20, B 32v27
　H　& ðu miht beon ure cwen . Ða þa hi%þas 
word 
　C　& þu / miht beon ure cwen . Ða hig þas 
word
　B　& þu mihd / beon ure cwæn . Ða þas 
wor(  )'d'
H 209v21, C 16r21, B 32v27
　H　spræcon on gleo 3 Ða æt_ywde heom 
 drihtnes 
　C　spræ/con . þa æt_eowde heom drihtenes
　B　spæcon ða æt_eowde heom drihtines
H 209v22, C 16r22, B 32v28
　H　encgel . & cwæð . Ne%sceal eower word 
beon 
　C　engel . & cw7æ7ð . / Ne sceal eower word 
beon
　B　engel & cwæð . Ne / sceal eower word 
beon
H 209v23, C 16r23, B 32v28
　H　on%idel_nyssa . ac%hit sceal beon mid 
soðe // 
　C　idelnysse . ac hit sceall / beon mid soðe
　B　on ydelnysse ac hic sceal mit soðe beon
H 210r01, C 16r24, B 32v29
　H　gecyþed . forðan þe%witegan geare 
 sædon . @ heo 
　C　ge_cyþed . for þa7m witegan geo_geara / 
 sædon Þ heo
　B　i_cyðed forþan þe wi-/tegan gearæ 
 sædon . @ heo
H 210r02, C 16r25, B 32v29
　H　scolde beon middan_eardes cwen . Ða 
 wæron 
　C　sceolde beon middan_eardes cwen. / Ða 
 weron
　B　sceolde beon middan_eardes cwen . þa 
 weron
H 210r03, C 16r26, B 32v30
　H　hi ealle swiðe forhte 3 for ðæs engles 
 gesihðe 3 
　C　hi ealle swide forhte for þæs en-/gel ge_
 sihðe
　B　heo alle swiðe / afyrhte for þæs engles i_
 sihðe .
H 210r04, C 16r27, B 32v30
　H　& his worde . 7 ongunnon hi wurþian . & 
hyre 
　C　& his worde . & ongunnon hi weorþian / 
& hire
　B　& his worde . & heo on_gunnon hire 
weorðian & hire /
H 210r05, C 16r28, B 32v31
　H　eadmodlice hyran . þa gelamp%hit sume 
dæge . 
　C　eadmodlice hyran . Ða ge_lamp hit sume 
/ dæge
　B　eadmodlice heran . þa ilamp hit sume 
dæge
H 210r06, C 16r29, B 32v31
　H　þæt heo stod be%sumere wyllan . þa æt_
ywde 
　C　Þ heo stod big sumere wyllan . þa æt_
eow-/de
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　B　@ heo stod be sum7mere welle . þa æt_
eowd /
H 210r07, C 16r30, B 32v32
　H　þær drihtnes encgel 3 & cwæð hyre to . 
Eadig 
　C　hire þær drihtenes engel . & hire to 
cw7æ7ð . / Eadig
　B　hire þær drihtnes engel & hire to cwæð . 
Eadig
H 210r08, C 16r31, B 32v33
　H　þu eart maria . forðan on%þinum mode 
þu%gear/wodest 
　C　eart þu MARIA . for_þa7m on þinu7m 
mode þu ge/arwodes
　B　eart ðu maria . forþan ðe on ðine / mode 
þu gearcost
H 210r09, C 16r31, B 32v33
　H　drihtnes eardunghus . & leoht cymð 
　C　drihtenes eardung_hus . & leoht cymð
　B　drihtines eardung_hus . & liht cymeð
H 210r10, C 16r32, B 33r01
　H　of heofonum on%ðe . & þæt lihteð ofer 
ealne 
　C　of / heofenu7m on þe . & Þ lihteð ofer 
ealne
　B　of heofene on% ðe . & ðæt // lihtæð ofer 
alne
H 210r11, C 16r33, B 33r01
　H　middan_eard . Ða eft þæs þriddan dæges . 
　C　middan/eard . Ant eft þæs þy þriddan dæge
　B　middan_eard . & eft þæs on ðriddæ dage
H 210r12, C 16r34, B 33r01
　H　drihtnes heah_encgel hyre æt_ywde mid 
　C　drihte/nes engel hyre æt_eowde mid
　B　drihtines engel hire æt_eowde mid /
H 210r13, C 16v01, B 33r02
　H　una_secgend_licre beorht_nysse . & heo 
ða wæs 
　C　secgendlicere // beorhtnesse . & heo þa 
wæs
　B　sæcgendlicre beorhnysse & he þa wæs
H 210r14, C 16v02, B 33r02
　H　swyðe afyrht . & abreged for%ðæs engles 
　C　swiðe aﬁrhtet . & abre/ged . for þæs engles
　B　swiðe afyrhted & abræged for þas englæs
H 210r15, C 16v03, B 33r03
　H　gesihðe . Ða cwæð se encgel to%hyre . 
Ne%þearftu%ðe 
　C　ge_sihðe . Ða cw7æ7ð he to hire . / Ne 
þearft þu þe
　B　isihðe þe cwæð he / to hire . Ne ðearft þu 
ðe
H 210r16, C 16v04, B 33r03
　H　ondrædan maria . driht_nes gifu is mid 
þe . 
　C　on_drædon MARIA . Drihte-/nes gyfu is 
mid þe . 
　B　on_dredæn maria . drihtenes gife is mid 
þe . 
H 210r17, C 16v05, B 33r04
　H　þu scealt acennan cyning . se%ah 
 anweald 
　C　þu scealt cenna7n kyning . / Se ah 
 andweald
　B　þu sceald kennen%cy-/ning . þe ah 
 anweald
H 210r18, C 16v06, B 33r04
　H　heofonas & eorðan . & his rice ne%bið 
nan%ende . 
　C　heofonas . & eorþan . & his rices ne / 
byþ nan ende. 
　B　heofenas . & eorðan . & his rices ne bið 
nan ende . 
H 210r19, C 16v07, B 33r05
　H　On%þa tid þe þis gelamp 3 wæs iosep 
on%þam 
　C　On þa tid þe þis ge_lamp wæs ioseph / 
on þa7m
　B　On þa tid þe ðis i-/lamp wæs ioseph on 
þæ
H 210r20, C 16v07, B 33r05
　H　lande þe cafarnaum hatte . ymbe his 
　C　lande þe capharnau7m hatte . ymbe his
　B　lande þe c[h]apharnaum hatte . ymbe his
H 210r21, C 16v08, B 33r06
　H　cræft . He%wæs smið . & mænig_teawa 
wyrhta . 
　C　cæft. / He wæs smið . & mænig_tæw 
wyrhta . 
　B　creft . he wæs smið & mo-/nig_teawe 
wurhtæ . 
H 210r22, C 16v09, B 33r06
　H　Ða þa he þanon gecyrde to%his agenum 
hame 3 
　C　þa he þanon / cyrde to his agenan hame .
　B　þa he þanon cyrde to his agene hame
H 210r23, C 16v10, B 33r07
　H　þa gemette he%hi bearn hæbbende 
on%hire // 
　C　Đa ge_mette he hi / bearn hæbbende on 
hire
　B　þa imette he hire bearn h[e]'a'b-/bende on 
hire
H 210v01, C 16v11, B 33r07
　H　gehrife . Ða wæs he sona swyðe forht . 
　C　hryfe . þa wæs he sona / swiþe forht .
　B　rife . Ða wæs he sonæ swiðe afurht
H 210v02, C 16v11, B 33r07
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　H　& sorhfull on%his mode 3 & ðus 
 cw7æ7ð . Drihten 
　C　& sorhfull . & þus cw7æ7ð . Drihten
　B　& sorhful . & þus cw7æ7ð . Drihten
H 210v03, C 16v12, B 33r08
　H　drihten min . onfoh minum gaste . me is 
　C　drih/ten min on_foh minu7m gaste. / me is
　B　drihten / min onfoh min gast . me is
H 210v04, C 16v13, B 33r08
　H　deað 3 selre þonne lif . Ða cwædon þa 
fæm/nan
　C　deað selre / þon7n7e lif. Ða sædon him 
þa fæm (  ) nan
　B　deaþ sælre þone lif . þa sædon him þa 
femnen
H 210v05, C 16v14, B 33r09
　H　him to . þe%mid hyre wæron . þæt hi 
　C　þe mid / hyre wæron Þ hi wæron Þ hi (  ) 
　B　þe%mid hi-/re wæron . @ heo
H 210v06, C 16v15, B 33r09
　H　geare wiston . þæt hyre nan wer ne onhran 
　C　gearo wiston . / Þ hyra nsenig . 'wer' ne 
on_hran .
　B　geare wistan @ hire nan wer ne on_ran .
H 210v07, C 16v16, B 33r10
　H　ac heo wære onwelges mægð_hades . & 
un/wemme . 
　C　Ac heo wære on_weales / mægð_hades . 
& un_ge_wemmes . 
　B　ac heo wære andwealdes / mægð_hades 
& unwemmed . 
H 210v08, C 16v17, B 33r10
　H　& we%witon þæt heo wæs dæges 
　C　& we witon Þ heo wæs / dæges
　B　& we witon @ heo wæs dæges
H 210v09, C 16v17, B 33r10
　H　& nihtes on%halgum gebedum wuniende . 
　C　& nihtes on halgu7m ge_bedum .
　B　& nihtes on halgu7m ge_bedum . / 
H 210v10, C 16v18, B 33r11
　H　& godes encgel wið hyre spræc . & heo 
dæg/hwamlice 
　C　& godes engel hy/re wið spræc . And heo 
dæghwamlice
　B　& godes engel wið hire spæc . & heo 
dæghwamlice
H 210v11, C 16v19, B 33r11
　H　of ðæs engles handum mete 
　C　of þæs engles / handa mete
　B　of þæs engles handæ mete
H 210v12, C 16v19, B 33r12
　H　þigde . Hu mæg þæt gewurðan . þæt þæt 
　C　þigde . hu mæg Þ ge_wurðan Þ Þ 
　B　ðigde . / hu mæg @ iwurdan @ @
H 210v13, C 16v20, B 33r12
　H　sy swa . forðan þe we witon þæt hit man 
　C　swa / sy . for þam we witon þæt hit mann
　B　swa beo . forþan þe we witon @ hit mon
H 210v14, C 16v21, B 33r13
　H　ne dyde 3 ac%godes encgel . Ða cwæð he 
　C　ne dyde . ac / godes engel . Ða cw7æ7ð he
　B　ne dyde . ac godes / engel . þa cwæð
H 210v15, C 16v22, B 33r13
　H　ioseph . nis þæt na%swa . nat ic þeah%heo 
　C　ioseph . Nis Þ na swa . nat ic / þeah heo
　B　ioseph . Nis na þet na swa . nat ic þeah heo
H 210v16, C 16v23, B 33r14
　H　beo beswicen þurh þæs engles hiw . & 
 he%ða 
　C　beo beswicen þurh þæs engles hyw . & 
 he / þa
　B　beo bi_swicen þurh þæs en-/gles hiw . & 
 he þa
H 210v17, C 16v23, B 33r14
　H　weop biterlice . & ðus cwæð . Mid 
 hwylcre 
　C　weop biterlice . & þus cw7æ7ð . Mid 
 hwylcere
　B　weop bitterlice 3 & þus cwæd . mid 
 hwilcere
H 210v18, C 16v24, B 33r15
　H　byldu mæg ic æfre gan to go_des temple . 
　C　byldo / mæg ic æfre gan to godes temple .
　B　bealde mæg ic efre gan / into godes temple .
H 210v19, C 16v25, B 33r15
　H　oððe hu mæg ic geseon þa ansyne þara 
　C　oððe hu mæg / ic ge_seon þa on_syne þæra
　B　oððe hu mæg ic i_seon þa onsyne þare
H 210v20, C 16v26, B 33r16
　H　sacerda for sceame . Ða%þa he þus cwæð . 
　C　sacerda for sceame / þa he þus cw7æ7ð .
　B　sacerdæ for sceame . þa / he þus cwæð .
H 210v21, C 16v27, B 33r16
　H　þa þohte he digollice . þæt he wolde hy 
　C　Đa þohte he digollice Þ he wolde / hi
　B　þa ðohte he digollice @ he wolde hire
H 210v22, C 16v27, B 33r16
　H　for_læton 3 & faran him on%oðer land . 
　C　for_lætan . & ge_witan hi7m on oþer% 
 land . 
　B　forlæten & faren hi7m on oðer londe . / 
H 210v23, C 16v28, B 33r17
　H　Ða on%þære ilcan nihte . þe he þis þohte 
3 // 
　C　Ða on / þære ylcan nihte þe he þis þohte .
　B　þa on%þare ylcan nihte þe he þis ðohte .
H 211r01, C 16v29, B 33r17
　H　þa æt_ywde him godes encgel on%slæpe . 
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& cw7æ7ð 
　C　þa æt_eowde / him godes engel on slæpe 
& him to cwæð .
　B　æt_eowde him godes engel on slæpe . & 
hi7m to cwæð . /
H 211r02, C 16v30, B 33r18
　H　to%him . Ioseph . ne þearft þu ðe 
 ondrædan . 
　C　Ioseph / ne on_dræd þu þe 
　B　Ioseph ne ðearft þu ðe on_drædon 
H 211r03, C 16v31, B 33r18
　H　þu eart davides cynnes . onfoh þinne 
 gemæccan . 
　C　þu eart davides kynnes on/foh þinne ge_
 mæccan .
　B　þu eard dauides cynnes on_foh þine i_
 mæccan . / 
H 211r04, C 16v32, B 33r19
　H　hyre ge_eacnung is of%ðam halgan gaste 
. & heo 
　C　Hi_re ge_eacnung is of / þa7m halgan 
 gaste . & heo
　B　hire eacnung is of þam halga gaste . & heo
H 211r05, C 16v33, B 33r20
　H　cenneð sunu . & ðæs nama is hælend . 
 forða7m þe 
　C　cenþ sunu . & þæs nama is / hælend. 
 For_þa7m þe
　B　acennð sunu . & his nome is hælend . 
 forþa7m / ðe
H 211r06, C 16v34, B 33r20
　H　he%gedeð hal his folc fram heora 
 synnu7m . 
　C　he ge_deþ hal his fol'c' fra7m heora / 
 synnu7m . 
　B　he dæð hal his folc fram heora synnu7m . 
H 211r07, C 16v34, B 33r21
　H　He%þa ioseph aras of%ðam slæpe 
swyðe ge/feonde . 
　C　He þa ioseph aras of þa7m slæpe . swy_
þe ge -
　B　He þa ioseph aras of þam slæpe swiðe 
ge_feon-/de .
H 211r08, C , B 33r21
　H　& swyðe bliðe . & gode þancode . & 
 marian 
　C
　B　& gode ðancode & marian
H 211r09, C , B 33r21
　H　sæde . & þam fæmnum þe%mid%hyre 
wæron þa 
　C
　B　sæde & þam femnen þe mid hire wæron þa
H 211r10, C , B 33r22
　H　fægran gesyhðe þæs engles . & ða frofre 
　C
　B　fægræ sihðe / þæs englæs & ða frofre
H 211r11, C , B 33r22
　H　þara worda . & ðus cwæþ . Ic singode . 
& gemunde 
　C
　B　ðare wordu7m & þus cw7æ7ð . Ic 
 syngode mid gemynde
H 211r12, C , B 33r23
　H　þe facnes þær nanes . Ða%wearð æfter 
þisu7m 
　C
　B　þæs facnes / þær nan næs . Ða wearð 
æfter ðissum
H 211r13, C , B 33r23
　H　mycel hlysa on%þam folce 3 þæt maria 
wæs 
　C
　B　mycel lysa on þam folce @ maria
H 211r14, C , B 33r24
　H　ge_eacnod . Ða sume dæge namon hine þa 
　C
　B　i_eacnod / wæs . þa sume dæge nomæn 
hine þa
H 211r15, C , B 33r24
　H　þegnas þæs temples . & læddon hine 
to%ðam 
　C
　B　ðegnæs þæs temples & læddon hine to 
þam /
H 211r16, C , B 33r25
　H　biscope . & to%þam heah_sacerdum . & 
cwædon 
　C
　B　bioscope . & to þam heah_sacerdon . & 
cwædon
H 211r17, C , B 33r26
　H　to%him . To%hwan for_hæle ðu us þine 
gemæ-/nunge . 
　C
　B　to him . to hwan for_hæle þu us þine ge-/
mungæ
H 211r18, C , B 33r26
　H　swa clænre fæmnan 3 þe%godes englas 
　C
　B　swa clæne femne þe godes engles
H 211r19, C , B 33r26
　H　hy feddan swa swa culfran on%þam 
 te7mple . 
　C
　B　fædden . swa swa culfræn on þa7m 
 temple . / 
H 211r20, C , B 33r27
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　H　& heo næfre nolde were (  ) æthrinan . ac 
heo 
　C
　B　& heo nolde næfre wære arinæn . ac heo
H 211r21, C , B 33r27
　H　wæs on godes . æ . seo getydeste fæmne . 
　C
　B　wæs on godes . æ . þe i_tyddeste fæmne . / 
H 211r22, C , B 33r28
　H　& gyf ðu nedinga hyre on%ne sohtest 3 
þonne 
　C
　B　& gif þu hire nydes on ne sohtest þone
H 211r23, C , B 33r28
　H　wære heo clæne . he%ða iosep%hine 
 ladode // 
　C
　B　wære heo clæne . he þa ioseph hine ladode
H 211v01, C , B 33r29
　H　& cwæð . þæt he hyre næfre ne æthrine . 
Hwæt 
　C
　B　& cw7æ7ð . / @ he hire næfre ne arine . 
H 211v02, C , B 33r29
　H　þa biscopas & ða heah_sacerdas on%un_
arimdu7m 
　C
　B　þa biscopas þa . & þa heah_sacerdæs . 
un_arimodu7m
H 211v03, C , B 33r30
　H　god_cundre geryna be% ðære ealdan . æ 
: acun/nodan 
　C
　B　godcundre ge/rynæ . be þaræ aldan . æ . 
acunnodæn .
H 211v04, C , B 33r30
　H　soðlice þæt hio wæren butu clæne 
　C
　B　Soðlice @ heo weron ba_twa clæne
H 211v05, C , B 33r31
　H　fram eallum þam synnum . þe þæt 
 folc%hi 
　C
　B　from alle þa7m syn-/nu7m þe ðet folc 
 heom
H 211v06, C , B 33r31
　H　oncuðe . Hi%ða ealle eadmodlice bædon 
hyre 
　C
　B　oncuðe . Heo þa alle eadmodlice bæden 
hire
H 211v07, C , B 33r32
　H　mildse . & heora wohnyssa for_
 gyfennyssa . 
　C
　B　bletsunge & heoræ / wohnysse 
 forgifenysse .
H 211v08, C , B 33r32
　H　þæs þe%hi þæs unrihtes hy acuðan . & hi 
& eall 
　C
　B　þæs ðe heo yfele wilnunge bi heom 
 hæfdon . & al
H 211v09, C , B 33r33
　H　þæt folc . & ða sacerdas læddon%hi 
 mid%þa7m 
　C
　B　@ folc . & þa sacer-/dæs læddon hire 
 mid þam
H 211v10, C , B 33r33
　H　fæmnum to%iosepes hame 3 mid micclum 
　C
　B　femnem to iosepes hame mid mycele
H 211v11, C , B 34r01
　H　gefean & mid mycelre blisse clypodon 
　C
　B　ge_fean & mid my-//celre blisse cly_
 podon .
H 211v12, C , B 33v01
　H　& ðus cwædon . Sy%driht_nes nama (  ) 
gebletsod 
　C
　B　& þus cwædon . beo drihtines nome i_
blætsod
H 211v13, C , B 33v02
　H　on%woruld_a%woruld . Se%ðe cuðlice 
gecydde 
　C
　B　on worulda woruld . þe ðe / cyðlice cydde
H 211v14, C , B 33v02
　H　þine halignyssa on%eallum israhela 
　C
　B　þine halignesse on alle israele
H 211v15, C , B 33v02
　H　folce . Wæs seo halige fæmne swa we ær 
　C
　B　folcu7m . Wæs þeo halig femne swa we ær
H 211v16, C , B 33v03
　H　cwædon of iesses wyrtruman . & of davides 
　C
　B　sædon / of iesses wyrt_trumæ & of dauides
H 211v17, C , B 33v03
　H　cynne . & heo wæs driht_nes modor ures 
　C
　B　cynne . & heo wæs d'r'ihtines moder ure
H 211v18, C , B 33v04
　H　hælendes . & heo%is hord_fæt þæs halgan 
　C
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　B　hælendes . Ant / heo wæs hortfæt þæs 
 halgan
H 211v19, C , B 
　H　gastes . & heo is cwen þæs heofonlican 
cynin-/ges 
　C
　B
H 211v20, C , B 33v05
　H　gecweden . & heo is engla hiht . & ealra 
　C
　B　& heo is englea / hiht 3 & allre
H , C , B 33v05
　H
　C
　B　gastes . & heo is cwen þæs heofenlices 
kynges . 
H 211v21, C , B 33v05
　H　manna frofor & fultum . forðan%þe ealles 
　C
　B　monne . forþam ðe alle
H 211v22, C , B 33v05
　H　middan_eardes hælo þurh hi becom 
 on%þas 
　C
　B　middan_eardes hæle þurh hire becom on 
ðas /
H 211v23, C , B 33v06
　H　woruld . & forð_an%hi nu englas eadi_
 gað // 
　C
　B　woruld . & for_þan englæs hire nu 
 eadigæð .
H 212r01, C , B 33v07
　H　& ealle þeoda . & ealle cneorissa 
 gehwylc man-/cynneþ
　C
　B　& alle þeode . & alle cneornyssæ hwylc 
 mon_/cynnes 
H 212r02, C , B 33v07
　H　geleafulra & mid%þisra blet_sunga 
　C
　B　i_leaffulræ . & mid þisse blætsunge
H 212r03, C , B 33v07
　H　& here_nyssa heo becom beforan þæt 
þrym/setl 
　C
　B　& herunge heo bico7m bi_foren
H 212r04, C , B 
　H　þæs heofonlican deman . & beforan 
　C
　B
H 212r05, C , B 33v08
　H　gesyhðe ealra haligra . þær heo nu (  ) 
dæg/hwamlice 
　C
　B　ge_sihte alræ / halgenæ . þær heo nu to 
dæghwamlice
H 212r06, C , B 33v08
　H　þingað for eall þis mennisce 
　C
　B　þingæþ for alle þis mennisce
H 212r07, C , B 33v09
　H　cynn . Ac uton we nu%hi eadmodlice 
biddan . 
　C
　B　cynn . Ac uton we / hire nu eadmodlice 
biddan
H 212r08, C , B 33v09
　H　þæt heo us si%milde mundbora & bliðe 
þingere 
　C
　B　@ heo us beo milde mund_bore & bliþe 
þingestre
H 212r09, C , B 33v10
　H　to%ðam heofonlican mægn_þrymme . 
Nu%we 
　C
　B　to þa7m heo-/fenlice mægenðrymme . nu 
we
H 212r10, C , B 33v10
　H　geare witan þæt heo mæg æt%hire þa7m 
deoran 
　C
　B　geare witon @ heo mæg æt hire þan deore
H 212r11, C , B 33v11
　H　sunu bid_dan . swa hwæt swa heo wile 
 beon 
　C
　B　sunæ biddæ7n / swa hwæt swa heo wyle 
 . & beon
H 212r12, C , B 33v11
　H　ðingere to%urum driht_ne . þæt he us 
 for/gyfe 
　C
　B　þingere to ure drihtene @ he us gife
H 212r13, C , B 33v12
　H　gesibsum lif . & ece eadignysse a%butan 
　C
　B　sibsum lif . & ece eadig-/nyssæ a buton
H 212r14, C , B 33v12
　H　ende . god us to%ðam gefultumige . 
 Am7e7n . 
　C
　B　ende . god us to þam fylste . Am7e7n 3
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